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第４８０回（定例）福崎町議会会議録 

平成３０年９月７日（金） 

午前９時３０分 開  会 

 

  １．平成３０年９月７日、第４８０回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。 

 

  １．出席議員    １４名 

      １番  松 岡 秀 人       ８番  山 口   純 

      ２番  柴 田 幹 夫       ９番  牛 尾 雅 一 

      ３番  三 輪 一 朝      １０番  冨 田 昭 市 

      ４番  北 山 孝 彦      １１番  小 林   博 

      ５番  前 川 裕 量      １２番  石 野 光 市 

      ６番  河 嶋 重一郎      １３番  城 谷 英 之 

      ７番  木 村 いづみ      １４番  高 井 國 年 

 

  １．欠席議員（な し） 

 

  １．事務局より出席した職員 

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主      査  塩 見 浩 幸 

 

  １．説明のため出席した職員 

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長  尾 﨑 吉 晴 

    教 育 長  髙 寄 十 郎  上下水道事業管理者  近 藤 博 之 

    技 監  吉 栖 雅 人  会 計 管 理 者  小 幡 伸 一 

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長   吉 田 利 彦 

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長   松 田 清 彦 

    住 民 生 活 課 長   谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長   三 木 雅 人 

    農 林 振 興 課 長   松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長   福 永   聡 

    上 下 水 道 課 長   成 田 邦 造  学 校 教 育 課 長   岩 木 秀 人 

    社 会 教 育 課 長   大 塚 久 典 

 

    代 表 監 査 委 員  鳥 岡 照 義  

 

  １．議事日程 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 会期の決定 

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第 ７号 第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について 

    第 ５ 報告第 ８号 平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい 

               て 

    第 ６ 議案第３８号 教育委員会委員の任命について 

    第 ７ 議案第３９号 平成２９年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

    第 ８ 議案第４０号 平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

               認定について 

    第 ９ 議案第４１号 平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決 

               算認定について 
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    第１０ 議案第４２号 平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

               について 

    第１１ 議案第４３号 平成２９年度福崎町水道事業会計決算認定について 

    第１２ 議案第４４号 平成２９年度福崎町工業用水道事業会計決算認定について 

    第１３ 議案第４５号 平成２９年度福崎町下水道事業会計決算認定について 

    第１４ 議案第４６号 福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例について 

    第１５ 議案第４７号 福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定について 

    第１６ 議案第４８号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

    第１７ 議案第４９号 福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例の一部を改 

               正する条例について 

    第１８ 議案第５０号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）について 

    第１９ 議案第５１号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 

    第２０ 議案第５２号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号 

               ）について 

    第２１ 議案第５３号 福崎町道路線の認定について 

 

  １．本日の会議に付した事件 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 会期の決定 

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第 ７号 第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について 

    第 ５ 報告第 ８号 平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい 

               て 

    第 ６ 議案第３８号 教育委員会委員の任命について 

    第 ７ 議案第３９号 平成２９年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

    第 ８ 議案第４０号 平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

               認定について 

    第 ９ 議案第４１号 平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決 

               算認定について 

    第１０ 議案第４２号 平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

               について 

    第１１ 議案第４３号 平成２９年度福崎町水道事業会計決算認定について 

    第１２ 議案第４４号 平成２９年度福崎町工業用水道事業会計決算認定について 

    第１３ 議案第４５号 平成２９年度福崎町下水道事業会計決算認定について 

    第１４ 議案第４６号 福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例について 

    第１５ 議案第４７号 福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定について 

    第１６ 議案第４８号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

    第１７ 議案第４９号 福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例の一部を改 

               正する条例について 

    第１８ 議案第５０号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）について 

    第１９ 議案第５１号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               １号）について 

    第２０ 議案第５２号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号 

               ）について 

    第２１ 議案第５３号 福崎町道路線の認定について 
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  １．開会 

 

議    長 皆さん、おはようございます。 

       議員の皆様方におかれましては、早朝からご参集いただき、まことにありがと

うございます。 

       第４８０回福崎町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

       ９月に入り、日差しも多少やわらいできましたが、まだまだ残暑厳しい中、皆

様方におかれましては、ご健勝にてご参集賜り、まことにありがとうございま

す。 

       さて、本定例会に提案されます案件は、報告第７号及び報告第８号の２件、議

案第３８号から議案第５３号までの１６件、合計１８件であります。いずれも

重要な案件でありますので、慎重にご審議をいただき、また、議事の円滑なる

運営につきましても、格別のご協力をお願いいたします。 

       ただいまの出席議員数は、１４名でございます。 

       定足数に達しております。 

       よって、第４８０回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。 

       また、総務課及び議会事務局から写真撮影の申し出が出ておりますので、撮影

を許可しております。 

       ただいまから、第４８０回福崎町議会定例会を開会いたします。 

       これより本日の日程に入ります。 

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議    長 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。 

       会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名いたし

ます。 

        ３番、三輪一朝議員 

       １１番、小林 博議員 

       以上の両議員にお願いいたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

議    長 日程第２は、会期の決定であります。 

       会期の決定の件を議題といたします。 

       去る８月３１日、議会運営委員会を開いて検討をお願いいたしましたところ、

既に皆さんのお手元に配付しております日程表案のとおり、本日から９月２８日

までの２２日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議    長 異議なしと認めます。 

       よって、会期は本日から９月２８日までの２２日間といたします。 

 

日程第３ 諸報告 
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議    長 日程第３は、諸報告であります。 

       ６月２２日の第４７９回福崎町議会定例会閉会後、本日までの議会活動報告に

ついて、事務局より報告させます。 

事 務 局 議会活動報告をいたします。 

       報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。 

       ６月３０日、田原小学校において福崎町子ども球技大会が開催され、議長が挨

拶を述べてまいりました。 

       ７月９日、ホテル北野プラザ六甲荘において、兵庫県町議会議長会評議員会議

及び議長研究会が行われ、議長が出席いたしました。 

       ８月１日、市川中学校において神崎郡人権教育研究大会が開催され、議長が出

席いたしました。 

       ８月３日、ホテル北野プラザ六甲荘において、議会広報研究会が開催され、議

長ほか各委員が出席いたしました。 

       同じく８月３日、ラッセホールにおいて、地方行政課題研修会が開催され、議

長が出席いたしました。 

       ８月４日、エルデホールにおいて、第３９回山桃忌が開催され、議長及び議員

多数が出席いたしました。 

       ８月２４日、香翠寮において、納涼盆踊り大会が開催され、議長が出席いたし

ました。 

       ８月２５日、もちの木園において、ふれあい祭が開催され、議長が出席いたし

ました。 

       その他の議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。 

       以上です。 

議    長 以上で、議会活動報告を終わります。 

       また、例月出納検査の報告書が議長宛てに提出されており、その写しを配付し

ております。 

       次は、議案の上程及び議案説明であります。 

       これより、報告第７号、第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告につ

いてから、議案第５３号、福崎町道路線の認定についてまでの１８件を議題とい

たします。これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めてまいりま

す。 

町    長 皆さん、おはようございます。 

       第４８０回定例議会を招集いたしましたところ、全議員のご出席を賜り、まこ

とにありがとうございます。 

       平成３０年９月議会の開会に当たり、ご挨拶申し上げます。 

       この夏は記録ずくめの異常気象となりました。７月５日から８日にかけての

「平成３０年７月豪雨」では、西日本を中心に雨が降り続き、各地で４８時間雨

量が観測史上最大となりました。広島県、岡山県を中心に、土砂崩れ、堤防の決

壊など、各所で災害が発生し、２００名を超す方々が犠牲となる災害となりまし

た。全壊した家屋は５００棟を超え、多くの方が避難所生活を余儀なくされまし

た。また、宍粟市においても、土砂崩れにより１名の方が犠牲となられました。

犠牲者の方には謹んでご冥福をお祈りいたします。また、被害に遭われました皆

様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地の一日も早い復旧、復興を

お祈り申し上げます。 

       西日本豪雨の後には全国的な猛暑が始まりました。７月２３日に埼玉県熊谷市

で最高気温４１．１度を記録し、国内記録を５年ぶりに更新しました。７月２４
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日には、福崎町でも３８．８度と、記録を塗りかえました。今年の７月に観測史

上最高気温を塗りかえた地点は全国で１１３地点に上りました。猛暑が続く中で

熱中症による健康被害は深刻化し、消防庁の発表によりますと７月の全国におけ

る熱中症による救急搬送人員数は５４，２２０人で昨年のおよそ倍、死亡者は１

３３名で、統計を取り始めて以来過去最多となりました。その多くは高齢者です

が、愛知県の小学１年生が校外学習から戻った後、意識不明となり命を落とすと

いう痛ましい事故もありました。各学校においても、生徒児童が暑さによる体調

不良を訴え、救急車で搬送されるケースも見受けられるようになり、県下では、

プールの水温やプールサイドの気温の上昇による熱中症を予防するため、夏休み

のプールを全面中止する学校も出たほどでした。 

       ７月末に上陸した台風１２号は、東から西に進む異例のコースをとりました。

８月２３日から２４日に上陸した台風２０号は、台風の目が福崎町を通り、被害

は幸い軽微なもので済みましたが、関西を中心に、雨と暴風により、淡路市では

高さ６０メートルの風車が倒壊するなど大きな爪跡を残しました。９月に入って

も、台風２１号が発生、４日の午後に近畿地方を縦断いたしました。 

       また、昨日は深夜に北海道厚真町を震源地とした震度７の地震が起こりました。

電気・水道などライフラインが寸断され、各所で土砂災害が発生し、行方不明者

も多数おられ、今なお、救命活動が続いています。 

       このように、ここ数年の間に、類のない災害が起こるようになり、非常に対策

が立てにくくなってきた感があります。そのような中においても、住民の安全安

心に万全の体制で望めるよう、防災減災対策を含め、住民への防災啓発、また関

係機関との情報連携、体制整備に努めていく所存であります。 

       さて、今年度も上半期が終了しようとしています。３月議会で所信表明いたし

ました今年度事業についての進捗状況を報告させていただきます。 

       第１の柱、地域づくり（参画と協働）では、自治会における自律（立）のまち

づくり交付金事業を全集落で取り組むこととなり、参画と協働による地域の活性

化を進めています。平成３１年度から第５次総合計画の後期基本計画が始まるこ

とから、既に審議会、まちづくり委員会等を開催し、「活力にあふれ、風格のあ

る、住みよいまち」づくりの具体策を検討しています。各集落に出向き、直接住

民から意見をいただく行政懇談会は３年目に入り、本日までで計２９地区で開催

しました。懇談会では地域の意見や要望が具体的に示され、きめ細かい行政を推

進する上で、役立っています。 

       第２の柱、教育・文化（ひとづくり）ですが、子ども子育てでは、子育て世代

包括支援センターで、妊産婦の要支援者について産婦人科等の関係機関と連携を

図りながら、助産師による家庭訪問やマタニティ教室の参加を促し、継続的な相

談や支援を実施しています。子育て世代支援者連絡会は４月から隔月で実施し、

要支援者や発達に課題のある乳幼児について情報共有し、連携を図っています。 

       高岡小学校のプールろ過装置の配管更新及びプール漕、プールサイドの防水シ

ート張り改修が完了し、６月から８月まで、児童は新しくなったプールで泳ぐこ

とができました。また、老朽化の進んでいる学校施設では、計画的な長寿命化を

図るため、前年度に実施した調査をもとに学校施設等長寿命化計画策定検討委員

会を組織して検討してまいります。本年４月１日から開始したコーベフーズ株式

会社による給食共同調理センター調理等業務委託は、町職員の管理のもと、町内

の学校園に安全安心な給食を提供しています。 

       遠野市との友好都市共同宣言による交流事業の一つとして、小学校６年生児童

１５人による訪問団を組織し、８月２７日から２９日の３日間、遠野市を訪れ、
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子ども同士の交流を行い、両市町の絆を深めました。今後は訪問団員による報告

集を作成して、町内児童へ遠野物語原風景の体験を共有し、民俗学者柳田國男先

生のさらなる顕彰につなげてまいります。 

       第３９回山桃忌は、「柳田國男と遠野物語」をテーマにし、開催いたしました。

第１部は、講演、シンポジウムを、第２部は、遠野の語り部、大平悦子さんに遠

野物語の語り、張山しし踊り保存会に遠野の民俗芸能であります「しし踊り」を

上演いただき、多くの来場者を迎えることができました。 

       第３の柱、生活・環境（安全）では、今年度の防災・減災対策事業について、

町道大貫山田線の冠水対策を７月５日に詳細設計の入札を実施し、現在、対策工

事の発注に向け準備を進めています。 

       農村地域防災減災事業については、板坂奥池と大門大年谷池のため池耐震診断

等業務、権現井堰の河川工作物改修計画書策定業務について発注しました。 

       防災マップの改訂版の作成を進めており、土砂災害特別警戒区域、いわゆるレ

ッド区域や、市川の洪水・浸水想定区域の見直しを反映させます。 

       今年６月に兵庫県が２級河川、市川の洪水・浸水想定区域図を作成し、公表し

ましたが、現在、市川支流の県河川、七種川、雲津川、平田川、西谷川も、洪

水・浸水想定区域の調査を実施していることから、防災マップの作成は平成３１

年度となる見通しであります。 

       ごみ処理事業では、新たに水銀使用廃製品、蛍光灯・乾電池などの収集を６月

から開始しました。また、小型家電リサイクル法による取り組みとして小型家電

の回収を、８月から町施設等５カ所に回収ボックスを設置し始めています。 

       第２７回兵庫県消防操法大会が、７月２２日、三木市の兵庫県立広域防災セン

ターにおいて実施されました。中播磨地区代表の庄分団が小型動力ポンプの部で

優勝し、大会６連覇という偉業を成し遂げました。県大会で優勝した庄分団は１

０月１９日富山県広域消防防災センターで開催されます第２６回全国消防操法大

会に兵庫県の代表として出場します。ぜひ練習の成果を発揮され、再び全国優勝

という栄冠を手にされるよう願っているところであります。 

       第４の柱、健康・医療・福祉（安心）では、１０月１日から巡回バスの利便性

向上や、神崎総合病院の受診を目的とした市川町との連携、神戸医療福祉大学バ

スとの連携を図ります。現在、制度の大幅拡充を周知するため、各自治会のミニ

ディなどを利用して説明会を実施しているところであります。介護保険の総合事

業では、利用者が持っている力を高める計画作成が行えるよう、作業療法士、薬

剤師、歯科衛生士等専門職で構成する自立支援会議を月１回開催し、ケアマネジ

ャーの計画立案にアドバイスを行っています。専門職による多角的な面からの助

言は、利用者の自立支援だけでなくケアマネジャーの資質向上にもつながってい

ます。 

       女性のがん検診受診率向上啓発事業として９月２９日から１週間、役場庁舎を

ピンク色にライトアップいたします。 

       第５の柱、産業振興（活力）では毎年兵庫県が８月に発表する「兵庫のすがた

２０１８」で、人口１人当たりの商業での年間販売額は昨年と同様の５位でした

が、工業の製造品出荷額は県下でトップとなりました。先人が地の利を生かして

工業、商業の振興に取り組まれた成果であり、さらにその振興に努め、地域の活

力を高めてまいります。 

       「ひょうご森のまつり２０１８」と「福崎秋まつり」の共催事業について、実

行委員会を２回開催し、県内各地区からのお客様に喜ばれるよう準備を進めてい

るところです。 
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       高岡・福田地区の県営ほ場整備事業は、工事に向け実施設計を進めており、山

崎地区では、ほ場整備事業の調査業務を始めました。 

       駅前のにぎわい創出として取り組んでいる○○まるしぇは、６月と７月に開催

し、３回目を本日５時から夜の部として「赤ちょうちん」を開催いたします。地

域の情報交換や語らいの場として定着していくことに期待をしているところであ

ります。議員の皆様もぜひ立ち寄っていただければと思います。 

       七種山のベンチ修繕等を発注いたしました。 

       買い物困難地域の支援策として商工会とともに進めている移動販売の実証実験

につきましては、移動販売を行う委託会社は、株式会社ひのストアに、車の愛称

は「ふくふくまる」に決まり、１０月中旬ごろから運行を開始いたします。 

       第６の柱、まちの基盤（利便・快適）では、福崎駅周辺整備事業は交流広場、

駅前観光交流センター、交通広場の整備を進めるとともに、町道福崎駅田原線は

北側歩道部分を除き、道路工事を発注いたしました。収用手続も引き続き進めて

まいります。 

       辻川界隈では、観光交流センターや旧辻川郵便局の移築、辻川界隈線の延伸な

ど工事の進捗を図っています。 

       橋梁整備事業では、長野橋及び七種川橋の橋梁補修工事を実施します。 

       町営住宅駅前団地の建て替え工事につきましては、今年度１カ年での建設予定

でしたが、国庫補助金の全額交付が見込めないことから、今年度と来年度の２カ

年で建設することといたします。今回、その補正予算、債務負担行為を計上させ

ていただいております。 

       続きまして、各課からの報告を行います。 

       総務課につきましては、岩手県遠野市との友好都市提携から今年は４年目を迎

えました。本年は、小学生たちの児童交流のほか、１０月には遠野市産業祭に私

も参加する予定であります。 

       １１月の秋まつりには遠野市長が来町予定でそれぞれの産業祭で互いの特産品

を販売いたします。 

       今年度の女性委員会はテーマを「少子高齢化社会における住みよい福崎町」と

してワークショップを進めています。また、女性の持つ豊かな感性や生活体験を

通した率直な意見をいただくため、意見交換会を開催しています。 

       職員のやる気やモチベーションを向上させるため、勤務実績や努力が直接給与

に反映する人事評価を行い、勤勉手当に反映いたしました。 

       職員のおもてなしの心を養うため、１０月に職員全員を対象に接遇研修を予定

しています。 

       派遣研修においても専門知識や役職意識、企画実行力を養うため多数の職員を

参加させています。 

       平成３０年度職員採用試験の申し込み状況でありますが、一般行政職は２人程

度の採用予定に対して４７人、保健師１人に対し５人の応募がありました。１次

試験は、今月１６日の日曜日に神戸医療福祉大学で実施します。 

       選挙管理事務についてでありますが、選挙人名簿の定時登録者数は、９月１日

の基準日現在、男子７，４９３人、女子８，１６１人、計１５，６５４人となり、

前回の６月基準日より５９人の減となっています。 

       企画財政課につきましては、固定資産台帳の整備を初めとする統一的な基準に

よります地方公会計の整備を行い、平成２８年度決算における財務書類４表を作

成いたしました。今後、委員会等でご報告いたします。 

       今議会での補正予算に新町井堰災害復旧工事や第１町民グランドの整備改修な
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どを計上していますが、予算執行に当たっては迅速かつ慎重な対応で進めてまい

ります。今後も第５次総合計画及び総合戦略の実現に向けた取り組みを進めます。 

       税務課につきましては、今年度から兵庫県全体で取り組んでいます、個人住民

税の特別徴収、一斉指定を実施しました。実施に当たっては特別徴収指定事業者

からの反発などもなくスムーズに移行できており、収納率の向上にも寄与するも

のと思います。 

       平成３０年度町税等の納税通知書及び介護保険料納入通知書は６月１５日に、

後期高齢者医療保険料の納入通知書は７月１３日に発送いたしました。 

       また、固定資産評価台帳の縦覧を４月１日から６月３０日で行い、縦覧、閲覧

件数は、法人１６件、個人５９件、計７５件ありました。なお、評価額に対する

異議申出はありませんでした。 

       税の公平性の確保に向け財産調査・納税相談等を行い、滞納者の生活実態の把

握に務めながら適切な滞納整理に努めてまいります。 

       債務承認・分納誓約などにより時効の中断を図りながら、差押・換価などの滞

納処分を行うことにより収納率の向上に努めてまいります。 

       また、滞納整理対策委員会においても、関係課と連携を図りながら、滞納整理

に取り組んでいます。 

       地域振興課につきましては、８月９日に町内企業や各種団体などの協力を得て、

福崎夏まつりを盛大に開催することができました。 

       商工業振興では、商工会との連携を密にし、「なっ得商品券」発行による地域

の消費拡大や産業活性化緊急支援事業に取り組んでいます。 

       観光としては、柳田國男先生の著書にちなんだ妖怪をテーマとした造形コンテ

ストの開催や河童の着ぐるみ、妖怪ベンチの設置など、新聞やテレビを通じて

「福崎町と柳田國男」を全国に発信しています。 

       特産もち麦については、兵庫県や商工会など関係団体と連携した産地振興を進

めています。 

       消費生活では、町民の皆さんが安心して暮らせるよう、消費生活相談の充実を

図るとともに積極的に出前講座にも出向き、消費者被害の防止に取り組んでいま

す。 

       住民生活課につきましては、個人番号カードの取得促進のため、引き続き子育

てワンストップサービスのＰＲや写真撮影の無料サービスを行うほか、今後、自

治会に出向いてカード申請説明会を実施していきます。 

       平日・昼間の初期消火活動などをしていただくための機能別消防団員について、

応募のあった１１名で発足をしました。引き続き募集を行ってまいります。 

       本年度の交通安全モデル地区に西大貫自治会を指定し、７月７日に西大貫区の

日吉神社での交通安全祈願祭を行いました。また、秋の全国交通安全運動が９月

２１日から９月３０日までの予定で実施されます。 

       健康福祉課につきましては、食育推進事業で、生活習慣病予防と、１人で食べ

るのではなく家族や友人と一緒に食事をする共食の場の提供を目的に、５月から

月１回「福咲き健康食堂」を開催しています。毎回定員の３０名が参加され、食

することで減塩や低カロリー食を学ばれています。調理は食堂ボランティアにご

協力いただき、食育を支える人材育成の場にもなっています。 

       介護保険の包括的支援事業では、増加する認知症の方やその家族などへの支援

の一環として、コミュニティカフェ「笑」とオレンジカフェ「結」の運営支援を

行っています。地域包括支援センターが相談を受けた閉じこもりがちな認知症の

方に、外出の場として紹介できる居場所となっています。 
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       農林振興課につきましては、農業委員会では８月末に農地パトロールを実施し

ました。この結果を受け、農地所有者等の意向調査や草刈り等の管理指導、担い

手へのあっせんを行います。 

       農政関係におきまして、経営所得安定対策については例年どおり着実に進めて

います。多面的機能支払交付金制度については、昨年度同様９月中の概算払いを

目指して、現在、手続きを進めています。 

       各集落において地域の農業を地域の皆様で考え取り組んでいただく「人・農地

プラン」については、策定済みが１４集落、検討中が９集落です。残り１１集落

についても、説明会を開催するなど、策定に向けた取り組みを引き続き行ってま

いります。 

       また、地域資源保全管理構想につきましては、今年度中に作成すべき２１集落

中、策定済みが１１集落、作成中が２集落です。残り８集落についても早期に策

定をしていただけるよう働きかけを行ってまいります。 

       特産もち麦につきましては、春日ふれあい会館の６次産業化施設の整備が完了

し、今年度はその利用率アップに向けて、もち麦に係る麺打ち体験などイベント

を実施しています。 

       まちづくり課につきましては、町道駅田原線の延伸に向け、関係自治会への説

明会実施や県との調整等を行っています。 

       また、福崎町東部工業団地の拡張に向け、農振農用地の除外申請等について県

と協議を進めてまいります。 

       特別指定区域制度につきましては、順次、流通倉庫等の建築が可能な特定区域

の指定や、地縁者住宅区域の見直し、新規居住者区域の指定を進めています。 

       空き家対策につきましては、危険な空き家の指導と所有者の意向を確認の上、

利活用を進めてまいります。 

       上下水道課につきましては、水道事業では水道事業の健全な経営と安全・安心

な給水を持続するため水道事業ビジョン・経営戦略の策定を進めています。 

       また、施設の耐震化を図るため工業団地配水池の更新工事に着手しています。 

       下水道事業汚水整備では、ストックマネジメント計画の策定に取り組み、福崎

浄化センターなど処理施設の効率化や長寿命化について検討していきます。 

       長目地区コミュニティプラントの公共下水道への切り替え工事及び福崎企業団

地舗装本復旧工事については、今月末の入札を予定し、あわせて公共下水道へ移

行するための条例整備や会計処理について調整を進めてまいります。 

       雨水整備では、南田原地区の浸水被害を軽減するため、川すそ川上流部の詳細

設計に着手するとともに、福田地区において、直谷第２雨水幹線整備の事業化に

向けた計画づくりを進めています。 

       また、福崎駅周辺整備事業の進捗状況に合わせ、水道配水管及び汚水管の布設

工事を進めています。 

       公共下水道への接続率の向上を図るため、下水道普及推進員を配置し、接続さ

れていないご家庭を訪問し、早期接続の啓発と下水道事業に対する理解を求めて

います。 

       学校教育課につきましては、近年の猛暑に対応していくため、学校施設の空調

設備整備に向け、町内小学校１、２年生及び中学校３年生の空調設備の実施設計

を発注いたしました。 

       子育て支援における計画的な事業推進に向けた第２期子ども・子育て支援事業

計画策定に向け、子育て需要量等を把握するためのアンケート調査を実施します。 

       中学校の体育大会を９月１５日土曜日に、認定こども園と小学校の合同運動会
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を９月２２日土曜日にそれぞれ小・中学校で開催します。 

       社会教育課につきましては、兵庫県指定文化財大庄屋三木家住宅において辻川

在住の現代工芸作家・鈴木みゆきさんの作品展、また、五月人形展や手づくり風

鈴展等、さまざまな企画・展示を行いました。 

       歴史民俗資料館では、吉識雅夫生誕１１０年記念とし、「吉識雅夫～造船王

国・日本の先導者～」と題した企画展を開催しました。今後も引き続き、柳田國

男先生とともに吉識雅夫先生の顕彰を行ってまいります。 

       福崎町子ども会球技大会が７月１日に田原小学校で開催されました。多くの応

援の中で、熱戦が繰り広げられ、ソフトボールは田尻子ども会が優勝、辻川子ど

も会が準優勝に、またバレーボールは、山崎子ども会が優勝、田口・長野子ども

会が準優勝に輝きました。これらの４チームは７月２１日に行われた神崎郡大会

に出場し、ソフトボールで辻川子ども会、バレーボールでは山崎子ども会が優勝

の栄冠を手にしました。 

       平成２６年度から取り組んでいます柳田國男検定を今年も実施し、多くの人に

柳田國男先生を学ぶ機会を提供しました。 

       自治会ソフトボール大会は、８月１７日から５日間の熱戦が繰り広げられ、優

勝は吉田自治会、準優勝は板坂自治会で幕を閉じました。 

       図書館では、恒例の行事となりましたキャンドルナイトを、９月１４日の夕暮

れから開催いたします。 

       さて、今議会に提出した議案は報告２件、議案１６件の計１８件です。 

       報告第７号、第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告については、第

２９期の決算内容を報告するものであります。 

       報告第８号、平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告については、

平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率について、監査委員の意見をつけ

て報告するものです。 

       議案第３８号、教育委員会委員の任命につきましては、現委員の谷口喜久美氏

が平成３０年９月３０日をもって任期満了のため、新たに井奥智子氏を任命する

ことについて、議会の同意を求めるものであります。 

       議案第３９号、平成２９年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定についてから、

議案第４２号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてまでは、地方自治法第２３３条第３項の規定により監査委員の意見をつけて、

議会の認定をお願いするものであります。 

       議案第４３号、平成２９年度福崎町水道事業会計決算認定についてから、議案

第４５号、平成２９年度福崎町下水道事業会計決算認定についてまでは、地方公

営企業法第３０条第４項の規定により監査委員の意見をつけて、議会の認定をお

願いするものであります。 

       議案第４６号、福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例につきまし

ては、旅館業法の一部改正で旅館営業及びホテル営業の営業種別が統合されたこ

とにより、福崎町環境保全に関する条例で引用する文言等を改正するもので、公

布の日から施行するものであります。 

       議案第４７号、福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定につきまして

は、ひょうご防災減災推進条例が改正され、市町において名簿提供に関する条例

制定の促進が規定されたことにより、福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例

を制定するもので、公布の日から施行するものであります。 

       議案第４８号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例につきまして

は、地方税法の一部改正により、重度障害者医療費助成を算定する・・・。 
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議    長 暫時休憩いたします。 

       再開は１０時３０分といたします。 

◇ 

休憩 午前１０時１１分 

再開 午前１０時２７分 

◇ 

議    長 それでは、休憩前に引き続き、再開したいと思います。 

町    長 途中で体調を崩しまして、申しわけございませんでした。 

       議案第４９号から始めさせていただきます。 

       議案第４９号、福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例については、旅館業法の一部改正で旅館営業及びホテル営業の営業種別

が統合されたことにより、福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例で引

用する文言を改正するもので、公布の日から施行するものであります。 

       議案第５０号、平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）については、

既定の総額から歳入歳出それぞれ５，６７０万円を減額し、歳入歳出総額を８９

億５，７３０万円とするもので、主なものとして東部工業団地区域拡張検討等委

託料１，１００万円、町営住宅駅前団地建て替え工事費等の減額３億７，７２３

万円、非常備消防費で全国操法大会出場補助金等１，１００万円、農地農業用施

設災害復旧費で新町井堰災害復旧工事費等６，９００万円、公共土木施設災害復

旧費で道路１カ所・河川２カ所の災害復旧工事費２１０万円などです。 

       債務負担行為の補正は、町営住宅駅前団地建て替え事業３億８，１００万円を

追加するものであります。 

       議案第５１号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）については、既定の総額に歳入歳出それぞれ３，０００万円を追加し、歳入

歳出総額を２０億８３０万円とするものです。内容につきましては、平成２９年

度国庫負担金等の清算による償還分であります。 

       議案第５２号、平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

については、既定の総額に歳入歳出それぞれ２，３１０万円を追加し、歳入歳出

総額を１６億６，６６０万円とするものです。内容につきましては、介護給付費

過年度返還によるものであります。 

       議案第５３号、福崎町道路線の認定につきましては、道路法の規定に基づき、

２３６２号線及び４５１号線を認定することについて、議会の議決を求めるもの

であります。 

       以上、報告が２件、人事案件が１件、決算が７件、条例制定が１件、条例改正

が３件、補正予算が３件、その他１件の全１８件となっています。 

       詳細説明は、副町長ほか、担当課長が行いますので、ご審議賜りご賛同いただ

きますようよろしくお願い申し上げまして、冒頭の挨拶とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

議    長 ただいま、町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。 

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

 

日程第４ 報告第７号 第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について 

 

議    長 日程第４、報告第７号、第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告につ

いてを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。 
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地域振興課長 報告第７号、第２９期株式会社もちむぎ食品センター決算報告について、ご説

明申し上げます。 

       株式会社もちむぎ食品センターは、本町が２分の１以上を出資している法人で

あることから、地方自治法第２４３条の３第２項の規定によりその決算及び事業

計画について報告させていただくものです。 

       まず、１ページの事業報告で概要を申し上げます。 

       第２９期は、前期から続く精麦人気による在庫不足の影響で、第一四半期の精

麦売り上げが低迷したものの、当初の売り上げ目標を上回る１億８，２００万円

を売り上げ、営業利益２，４８０万円、法人税等を差し引いた当期純利益は１，

８００万円を確保することができました。 

       前期に引き続き長期借入金の早期返済を行い、財務の健全化に取り組むほか、

レストランのＬＥＤ化やシール機の購入、女子トイレの洋式化などの設備投資や

社員の生命共済加入による福利厚生にも努めました。 

       次に、決算報告として、４ページの損益計算書をごらんください。 

       売上高は、１億８，２７９万４１９円、売上原価は期首棚卸し高、商品仕入れ

高、当期製品製造原価の合計から、期末棚卸し高を差し引いた９，９３３万６，

９２０円で、差し引き売上総利益は、８，３４５万３，４９９円となりました。 

       一方、販売費及び一般管理費は、５ページに内訳をお示ししておりますとおり、

給料手当や販売促進費、支払い手数料などの合計５，８５７万７，６３６円で、

営業利益は２，４８７万５，８６３円となっています。 

       営業外の収益、費用を含めた経常利益は２，６３５万４，６７３円、法人税等

を差し引いた当期純利益は、１，８６０万９２３円となりました。 

       売上原価の７行目、当期製品製造原価８，０４４万２，００７円の内訳を６ペ

ージ、製造原価報告書としてお示ししております。 

       材料費は、２，７９４万９，５８３円、労務費は、レストラン、売店、めん工

場等に係る人件費で、３，５４６万５，３６５円、製造経費は、そうめん、精麦、

カステラなどの外注加工費や水道光熱費、保険料などの１，７０２万７，０５９

円、総製造費用並びに当期製品製造原価は、同額の８，０４４万２，００７円と

なりました。 

       次に、３ページにお戻りください。貸借対照表でございます。 

       まず、資産の部、流動資産は、現金及び預金から貯蔵品まで合わせて９，２４

０万６０８円、固定資産は、有形固定資産、無形固定資産、金融機関等への出資

金や保険積立金で５５２万１，５３８円、資産の部合計は９，７９２万２，１４

６円で、前期と比較しますと７５９万円減少しています。 

       主な要因としましては、現金及び預金が約８２２万円の減額、従業員等の福利

厚生のために加入した生命保険の保険積立金が約１５０万円の増額となっていま

す。 

       負債の部では、流動負債が、買掛金から商品券までの２，０３５万５，２０４

円、固定負債は、町からの借入金９，０００万円で、負債の部合計は１億１，０

３５万５，２０４円です。 

       純資産の部は、資本金が３，０００万円、利益剰余金は、繰越利益剰余金がマ

イナス４，２３３万３，０５８円で、純資産の部合計は、１，２４３万３，０５

８円のマイナス、負債及び純資産の合計は、９，７９２万２，１４６円という状

況であります。 

       ７ページの株主資産等変動計算書をごらんください。 

       貸借対照表の純資産の部において、第２９期に変動があった項目をお示しして
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おります。 

       変動額につきましては、いずれも当期純利益１，８６０万９２３円によるもの

ですが、繰越利益剰余金及び利益剰余金合計が期首残高マイナス６，１０３万３，

９８１円から、期末残高マイナス４，２４３万３，０５８円に、株主資本合計及

び純資産の部合計は、期首残高マイナス３，１０３万３，９８１円から、期末残

高マイナス１，２４３万３，０５８円となっています。 

       また、８ページには、重要な会計方式に係る注記として、棚卸資産の評価方法

や減価償却の方法、消費税の会計処理における採用方式を記述するとともに、株

式の発行総数が６００株であることをお示ししております。 

       また、９ページには、監査報告を添付しておりますので、後ほどお目通しくだ

さい。 

       次に、第３０期実施計画について、１１ページをごらんください。 

       第３０期の売上高は、前期の当初計画額１億６，１００万円に実績を加味した

１億７，０００万円を目標に定め、町からの借入金早期返済に取り組むため、経

常利益１，７６５万円を見込む計画としております。 

       以上、報告第７号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

日程第５ 報告第８号 平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 

議    長 日程第５、報告第８号、平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告

についてを議題といたします。 

       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

企画財政課長 報告第８号について、ご説明申し上げます。 

       この報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、平成２

９年度決算に基づく、健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意見を附し

て、９月議会に報告をさせていただくものであります。 

       意見書につきましては、議案書に添付しておりますので、ご参照願います。 

       それでは、議案の２ページ目をお開きください。 

       まず、健全化判断比率では、実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、

各会計において赤字額は発生しておりませんので、該当いたしません。 

       実質公債費比率は１１．５％、将来負担比率は１３７．６％です。それぞれの

指標における早期健全化基準並びに財政再生基準は、表にお示ししているとおり

であります。報告第８号資料に算定内訳等を添付しておりますので、資料に沿っ

て補足説明をさせていただきます。 

       まず、資料の３ページをお開きください。 

       実質赤字比率は左上の一般会計等が対象でありまして、実質収支額を標準財政

規模で除した、マイナスの４．０８％となりました。実質収支が黒字の場合はマ

イナス表示となります。 

       次に、連結実質赤字比率は、一般会計等にその他の特別会計及び公営事業会計

の全ての特別会計を加えたものが対象でありまして、右下になりますが、全会計

における実質収支及び資金剰余額を標準財政規模で除した、マイナスの２６．２

２％となりました。 

       実質公債費比率につきましては、資料の４ページをお願いいたします。 

       実質公債費比率の対象となる公債費等は、①の元利償還金の額から、②③を除

きました⑦一時借入金の利子までの合計が該当いたしまして、⑧の特定財源から、

⑪の密度補正の元利償還金の合計につきましては、特定財源や普通交付税算入分
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など、公債費等から除外する要因となる項目であります。 

       算定結果は中段の右寄りになりますが、平成２９年度単年比較では１０．８７

８１１％と平成２８年度単年度に比べ約０．８８％好転しております。３年平均

では１１．５％で、前年度と比較して０．５％好転しております。 

       好転した要因ですが、平成２６年度と平成２９年度との比較において、一般会

計の地方債の元利償還金が約６，４５０万円増加したものの、一部事務組合の起

こした地方債に充てたと認められる負担金が約５，９８０万円の減少、事業費補

正により基準財政需要額に算入された純元利償還金に係る公債費が約５，５９０

万円、災害復旧費等に係る基準財政需要額が約３，７９０万円、それぞれ増加し

たこと、また、分母を構成する標準財政規模が約２億３，０００万円増加したこ

となどが主な要因となっております。単年度の好転要因としましては、これも一

般会計の地方債の元利償還金が約４，０１０万円増加したものの、公営企業に要

する経費の財源とする地方債の償還に充てたと認められる繰入金が約４，０９０

万円減少したこと、元利償還金、純元利償還金に係る基準財政需要額への算入額

が４，８５０万円増加したことが主な要因となっております。 

       将来負担比率につきましては、資料５ページをお開きください。 

       対象となる将来負担額は、上段に記載しております一般会計等の地方債現在高

から退職手当負担見込額までの各項目で、合計は下段の算式中Ａ欄、１９８億７，

１２１万円です。この将来負担額に対する充当可能財源等は中段にお示ししてい

ますとおり、合計は下段のＢ欄、１３９億７８万１，０００円、差し引き実質負

担額は５９億７，０４２万９，０００円です。これを標準財政規模から普通交付

税に算入された公債費等を控除しました４３億３，７０５万８，０００円で除し

たものが将来負担比率で、１３７．６％となります。前年度は１４３．６％であ

りましたので、６．０％好転をしております。 

       好転の要因ですが、公営企業等繰入見込額の約５億６，２４０万円の減、組合

等への負担見込額の約１，９２０万円の減、退職手当負担見込額の約６，１５０

万円の減少、充当可能基金の約４，０６０万円の増加などにより、実質的な将来

負担額が３億２，８８０万円減少したことが主な要因であります。 

       最後に、公営企業会計における資金不足比率等につきましては、資料の６ペー

ジをお開き願います。 

       資金不足額、剰余額につきましては、資料６ページ右から７列目、（８）の列

になりますが、法適用企業会計の水道事業、工業用水道事業、決算は下水道事業

一本ですが、ここでは地方財政調査、いわゆる決算統計の数値を用いますので、

公共下水道事業と農業集落排水事業に分けておりますが、これらの資金不足額、

剰余額は、主に流動資産から流動負債を控除したものが資金剰余額でありますが、

いずれの会計も資金収支は黒字であり、資金不足は発生をしておりません。 

       以上が、各指標の概要であります。よろしくお願い申し上げます。 

 

日程第６ 議案第３８号 教育委員会委員の任命について 

 

議    長 日程第６、議案第３８号、教育委員会委員の任命についてを議題といたします。 

       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

副 町 長 議案第３８号、教育委員会委員の任命について、ご説明申し上げます。 

       教育委員の任命は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により、町長が議会の同意を得て行います。教育委員会は、教育長と４名の

教育委員で組織されており、教育に関する事務の管理、執行を行います。委員の
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任期は４年です。 

       議案第３８号は、現教育委員の谷口喜久美さんが平成３０年９月３０日で任期

満了となります。後任として井奥智子さんを任命したいので、議会の同意をお願

いするものです。 

       お手元の経歴書をごらんください。住所は、福崎町南田原○○○○、○○○○

○○○○○○生まれの○○○。○○○○○○に○○○○○○○○○○を卒業され

ています。 

       審議の参考にしていただくため、議案第３８号資料に教育委員としての抱負を

お示ししています。 

       井奥智子さんは、長年にわたり図書館応援隊としてボランティア活動に熱心に

取り組まれ、人格が高潔で、教育及び文化に関し高い理解力をお持ちで、教育委

員として適任であり、福崎町の教育行政の推進向上に取り組んでいただけるもの

と確信しておりますので、ご賛同賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日程第 ７ 報告第３９号 平成２９年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第 ８ 報告第４０号 平成２９年度福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

日程第 ９ 議案第４１号 平成２９年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

日程第１０ 議案第４２号 平成２９年度福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

 

議    長 日程第７、議案第３９号、平成２９年度福崎町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてから、日程第１０、議案第４２号、平成２９年度福崎町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算認定についてまでの計４件を一括議題といたします。 

       各議案に対する詳細なる説明を求めます。 

会 計 管 理 者 議案第３９号から議案第４２号までの４議案につきまして、決算書及び議案説

明資料により、概要説明をいたします。 

       まず、議案第３９号は地方自治法第２３３条第３項の規定により、一般会計歳

入歳出決算について、別紙監査委員の意見を附して、議会の承認を求めるもので

ございます。 

       初めに、お手元に配付しております決算書の一般会計２５８ページをお開きく

ださい。決算書２５８ページは実質収支に関する調書でございます。 

       歳入総額８４億６，３０４万７，８３８円。歳出総額８１億９，１７０万７，

８７８円。差引額２億７，１３３万９，９６０円のうち、翌年度へ繰り越すべき

財源は、繰越明許費繰越額５，６２２万８，０００円で、実質収支額は２億１，

５１１万１，９６０円となり、３０年度へ繰り越します。 

       なお、実質収支から前年度繰越額を控除し、財政調整基金の取り崩しや積立金

などを含めた実質単年度収支は１億４２１万６，９９０円の黒字となりました。 

       ２５９ページから２６５ページまでは、財産に関する調書で、公有財産、物品、

基金及び債券の保有状況をお示ししておりますので、後ほどお目通しをお願いい

たします。 

       続いて、決算の概要を説明いたします。 

       議案第３９号の説明資料１ページをお開きください。 

       平成２９年度一般会計の決算概要につきまして、この説明書により、割愛しな

がら朗読して、説明にかえさせていただきます。 
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       歳入総額は８４億６，３０４万７，８３８円で、３億５，５１３万５，４５６

円、対前年度比４．０％の減となりました。 

       内訳は、第１款の町税、３２億９，８８９万１，０９１円から、第２１款の町

債、９億９５９万１，０００円まででございます。 

       主な増減内容につきましては、歳入総額の３９％を占める町税では、納税義務

者数の増加により、個人町民税所得割は２，５５５万５，０７２円、対前年度比

３．１％の増。一方、法人町民税法人税割は、景気拡大が長期化しているものの、

増収分は設備投資等に充てられているため前年度並みとなりました。固定資産税

の土地は、地価の下落がなお続いているため、１，１９７万９，４０３円、対前

年度比２．１％の減。家屋については、据え置き年度のため新築増による増減と

なり、１，３７９万４，６４９円、対前年度比１．９％の増。償却資産について

は、業績が拡大した企業の設備投資が進み、３，６２２万５９６円、対前年度比

７．４％の増となりました。町税全体では６，８８２万５，３９７円、対前年度

比２．１％の増となりました。 

       地方交付税は、普通交付税、特別交付税合わせて１，０４８万６，０００円、

対前年度比０．９％の減となりました。 

       分担金及び負担金は、中播消防署施設改修負担金などの増により１，８２４万

８，６５０円、対前年度比７．８％の増。使用料及び手数料は、介護予防支援計

画作成手数料やＪＲ福崎駅前駐車場使用料などの減により、７５２万４，０９３

円の減で、対前年度比８．８％の減。国庫支出金は、社会保障税番号制度システ

ム整備補助金、児童手当負担金などの減により、１，４１８万６，２４０円の減

で、対前年度比１．４％の減。県支出金はふるさと創生推進費補助金の増により、

３，１６５万３，２３７円の増、対前年度比６．９％の増。財産収入は福崎駅周

辺整備に伴う土地売払収入の減により、８，３９０万１，８７５円の減で、対前

年度比で５２．７％の減。寄附金はふるさと応援寄附金の増により、１９７万３，

９５０円、対前年度比で４．９％の増。諸収入は中小企業振興資金融資預託金収

入の減などにより１，０６１万５０２円の減で、対前年度比で２．８％の減。町

債は３億２，５５０万８，０００円の減、対前年度比で２６．４％の減となりま

した。 

       一般会計、歳入全体では、前年度より３億５，５１３万５，４５６円の減、４．

０％の減となりました。 

       次に、３ページをごらんください。 

       歳出についてでございますが、歳出総額は８１億９，１７０万７，８７８円、

不用額は１億４，９７７万２，１２２円となりました。 

       議会費では、定例会４回、臨時会２回が招集され、議案８４件、報告１１件、

請願４件、意見書１件、要望書１件について、慎重に審議し、議会の権能と責任

を果たしました。 

       議場内において傍聴しやすい環境を整備するため、難聴者対策として傍聴席に

卓上型の送信機、受信機、イヤホン及びタイループを設置しました。また、常任

委員会等の委員会運営と事務の効率化を図るため、有線会議マイクシステム、音

声認識システムを導入しました。 

       総務費の一般管理費では、町民の皆さんと町職員がともに学習して、よりよい

福崎町をつくるための福崎まちづくり出前講座を実施。また各種施策の実現のた

め、町民からの意見、提言を直接聞く行政懇談会を１１自治会で実施しました。 

       遠野市との交流事業としては、１０月７日、８日に開催された遠野市産業まつ

りにおいて、町長が出席し、挨拶を行いました。また物産展においては、特産品
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の販売、かけ麺の提供を行いました。１１月３日、４日の福崎秋まつりでは、遠

野市長の挨拶、特産品の販売を行っていただきました。 

       会計管理費では、公金収納について関係課と連携し、口座振替の推進に取り組

み、業務の効率化を図りました。 

       次に、４ページです。 

       財産管理費では、工事、業務の発注について、指名一般競争入札を実施し、公

平公正な入札事務に努めました。 

       また、地方公会計統一基準への移行に向けた固定資産台帳の整備を行いました。 

       庁舎管理事業では、ここ数年、特に不調であった本庁舎の空調設備を入れ替え

ました。また第二庁舎についてもサーバー室新設を女子トイレ洋式化を行いまし

た。 

       防犯灯設置事業では、町管理の防犯灯の蛍光灯１３９基をＬＥＤ灯に入れ替え

をし、全てＬＥＤ灯となりました。また、破損や故障した自動点滅器等の交換な

ど、修繕は５３機実施しました。 

       庁用車集中管理事業では、集中管理車７台について、利用者の安全運転の意識

向上を図るため、ドライブレコーダーを設置しました。また、集中管理用庁用車

購入事業において、燃料効率の高いハイブリッド車を１台購入しました。 

       財政調整基金積立事業では、歳入の余剰分がなかったことにより利子分の１０

０万円のみの積み立てとなりました。また、ふるさと応援基金については、ふる

さと納税ポータルサイトの追加と記念品の拡充等を行った結果、寄附者の増加に

より、対前年度で３％増の４，０７２万８，７４６円の積み立てを行いました。 

       企画費では、町全体の総合的かつ効率的な行財政の運営を図るため、総合計画、

総合戦略、第５次行政改革の進捗管理、行政評価の取り組み、組織機能の見直し

に取り組むとともに、連携中枢都市圏などの広域連携調査等に取り組みました。 

       地域振興費では、「参画と協働のまちづくり」を進めるための自律（立）のま

ちづくり交付金事業や婚活サポート事業、地域交流広場事業、アドプト事業、住

民参加の福崎まつりや民族辻広場まつり事業、また、民俗学の父、柳田國男のふ

るさと福崎を全国に発信するための全国妖怪造形コンテスト事業を実施しました。 

       情報管理推進事業では、平成２９年７月から社会保障・税番号制度における情

報連携が開始し、基幹系業務システムや団体内番号利用連携サーバーの安定稼働

の維持や、特定個人情報の安全管理に努めました。 

       交通対策費では、町内小・中学校からの通学路危険箇所改善要望に基づき、通

学路における標識、啓発用看板、カーブミラー等を設置し、交通事故の防止に努

めました。また、平成２９年度において、町内全てのカーブミラーの状況を点検

し、老朽したカーブミラーの状態の確認や、修繕が必要なものへの対応を行いま

した。平成２９年度の福崎町内交通死亡事故はゼロでした。 

       徴税費では、口座振替制度を推進し、納税者の利便性を図り、利用者は平成２

９年度末で４，２２９人となりました。 

       滞納整理については、兵庫県からの住民税整理回収チームの派遣を受け滞納処

分を実施しました。さらに、滞納管理システムを有効活用し、滞納者との交渉記

録や滞納者情報を把握することにより適正な時効管理を行い、債権管理条例に基

づく債権管理に努めました。 

       戸籍住民基本台帳費では、社会保障、税番号（マイナンバー）制度について、

住民に個人番号カードの使い道などの広報活動を行い、１０月下旬から個人番号

カードの写真無料撮影をするなど、申請のお手伝いを行い、カードの休日交付な

ど郵便サービスに努めました。 
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       選挙費では、平成２９年４月２３日に福崎町議会議員選挙、平成２９年７月２

日、兵庫県知事選挙、平成２９年１０月２２日に衆議院議員総選挙を執行し、公

正かつ迅速な投開票事務を行いました。 

       次、５ページです。 

       統計調査費では、学校基本調査、工業基本調査、住宅、土地統計準備調査、就

業構造統計調査を実施しました。 

       監査委員費では、監査、審査、検査を効率的に実施するため、年間監査計画に

基づき、例月出納検査を１２日、決算審査を５日、定期監査を４日、のべ２１日

間の検査、審査及び監査を行いました。また、専門機関が実施する委員研修等を

受講して研鎖を積みました。 

       次に、民生費の社会福祉総務費では、臨時福祉給付金の支給、民生委員、児童

委員の活動補助、社会福祉協議会の活動補助や事業委託、巡回バスの運行補助な

どを行いました。 

       社会福祉協議会運営委託事業では、町事業と福崎町社会福祉協議会への委託事

業の効率化を考慮し、見直しを行いました。 

       臨時福祉給付金給付事業では、低所得者の負担軽減を図るため、暫定的・臨時

的な措置として２，６８０人に対して１人につき１万５，０００円を支給しまし

た。 

       巡回バス運行事業では、まちなか便にあわせ、郊外便の川西地区を定時定路線

型、郊外便の川東地区は、電話予約に応じてバス停間を運行する予約型で運行し

ました。また大型商業施設や医療機関等の集積地に新たなバス停を設置するなど、

利用者の利便性の向上に努めました。 

       障害福祉費では、第５期障がい福祉計画、第１期障がい児福祉計画を策定いた

しました。 

       国民年金一般事務費では、住民に対する国民年金制度の周知に努め、姫路年金

事務所と協力・連携を密にして、未加入者・未納者の解消に取り組みました。 

       老人福祉費では、高齢者自身が要介護状態にならないよう予防し、能力、経験

を生かし、生きがいを持って安心して暮らせるような生活支援を基本に各事業に

取り組みました。平成２９年度末における当町の高齢化率は２７．７６％で、前

年度より０．４１％の伸びとなっています。 

       人生８０年いきいき住宅助成事業では１２件、３１４万７，０００円の助成を

行い、この事業の実施により住環境が改善され、高齢者及びその家族の利便性の

向上が図られました。 

       外出支援サービス事業では、６５歳以上の要援護高齢者３７人の方が延べ６２

９回通院等で利用され、高齢者の保健福祉の増進に努めました。 

       次、６ページです。 

       医療助成費では、福祉の増進を図るため、医療費の自己負担金の一部を助成し、

高齢期移行者医療以外の一部負担金については町単独施策として、自己負担なし

の医療費無料を継続しました。平成２９年度の乳幼児等医療費助成事業及びこど

も医療費助成事業の所得制限をなくし、全ての子育て世帯の医療費負担を軽減す

ることができました。 

       老人ホーム運営費では、入所者の自主性を思いやりの心を育て、家族との連携

を図りながら、地域の人とのふれあいを大切にし、明るく、楽しく、生き生きと

した老人ホームづくりに努めました。平成２９年度措置人数は、月平均４４．６

人でした。 

       老人憩の家管理費では、町民を初め地域住民の憩いの場として利用者によりよ
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いサービスの提供に努めました。指定管理期間の２年目となり、利用者マナーの

改善や利用料について適正に管理できるよう努めました。また、安全と衛生管理

を徹底し、適正な維持管理に努めました。年間利用者は、４万１，１６４人で、

平成２８年度と比較して、４，２０２人の減となりました。 

       児童福祉総務費では、児童の健全な育成のため、交通災害遺児並びに障がいの

ある児童及び母子・父子家庭への就学援助を行いました。 

       学校教育課における子ども子育て支援事業では、平成２６年度に策定した「子

ども・子育て支援事業計画」について、中間年に当たる平成２９年度に「福崎町

子ども・子育て会議」において見直し内容の検討を行いました。 

       保健センターにおける子ども・子育て支援事業では、妊娠期から子育て期にわ

たるまで切れ目ない支援を行うため、要支援者を把握し、ケアプランを作成して

います。発達に課題のある子どもについては、サポートファイルを作成し、適切

な支援が継続できるよう小学校等への引き継ぎについても的確に実施しました。 

       児童手当費では、次代を担う子どもの健全な育成と資質の向上、家庭生活の安

定を目的として、年３回、児童１人当たり１万５，０００円または１万円の児童

手当を支給しました。また、所得制限を超える場合については、特例給付として

児童１人当たり一律５，０００円を支給しました。 

       保育所費では、保護者の就労等の事情により町外の保育所を利用した児童につ

いて、利用した私立保育所及び公立保育所へ委託費を支払いました。 

       認定こども園費では、入園児童が心身ともに健やかに成長できるよう、快適で

安全な認定こども園の運営・管理を行いました。また認定こども園ごとの教育、

保育目標により入園児童の健康と安全を確保しつつ、創意工夫を加えながら年齢

に応じた教育・保育を実施しました。特別保育として、早朝及び午後７時までの

延長保育事業や保護者の都合により緊急的・一時的に家庭で保育できない在宅児

童の一時預かり事業を実施し、保護者の多様なニーズに対応しました。 

       次、７ページです。 

       子育て支援施設費では、福崎幼児園内に子育て支援センターを、文化センター

に西部子育て学習センターを、田原幼児園内に東部子育て学習センターを設置し、

子育て親子の出会いの場、地域の高齢者との交流の場等、集いの場の提供を行い

ました。 

       学童保育費では、田原小学校体育館北側に福崎東部学童保育園を、福崎小学校

余裕教室に福崎西部学童保育園を設置し、学校や地域の協力のもと留守家庭の子

どもたちの保護、健全育成に努めました。平成２８年度から開園時間を午後７時

まで１時間延長し、保育内容を充実させています。また、小学校低学年を対象と

した田原放課後子ども教室や八千種放課後子ども教室を開催し、他の学年の児童

と下校時間を合わせることにより、帰宅時の安全確保を行うことで地域における

子育て支援に努めました。 

       衛生費です。 

食育推進事業では、平成２７年度に策定した「福崎町第２次食育推進計画・

健康増進計画」に基づき、健康づくりと一体的に食育事業に取り組みました。

住民一人ひとりが正しい食習慣を確立し、生涯健康で健やかに暮らせるよう、

地域、学校、食育関係団体等と連携を図りながら食育事業を実施しました。さ

らなる普及を目的に、食育の日と定められた１９日を毎月防災行政無線で啓発

するとともに、１１月を食育月間と決め、さまざまな事業に取り組みました。 

       公害対策費では、工場等からの公害発生を未然に防止するため、主要事業場と

締結した公害防止協定に基づき、事業場からの排水調査を実施するとともに、生
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活環境の保全や自然環境への影響を監視するため、主要河川やゴルフ場に関係す

る池や川の水質調査を実施しました。平成２７年度から福崎工業団地、福崎企業

団地において公共下水道が供用開始されており、平成２９年度末時点で３５事業

場中２８事業場が接続済みです。 

       自然保護費では、自然歩道の補修や維持管理を行い、利用促進を図るとともに、

住民が自然に触れ親しむことができるよう、平成２９年１１月２３日に福崎・高

岡地区の福崎西エリアの自然歩道を中心としたコースで、「第２８回福崎町自然

歩道を歩こう大会」を開催し、町内外から１，２９０名の参加がありました。 

       し尿処理費は、し尿くみ取りに要する経費と中播衛生施設事務組合への負担金

で、公共下水道への接続に伴い、くみ取り件数も減少しています。平成２９年度

末の公共下水道接続率は７６．３％です。また、中播衛生センターへの福崎町の

投入量は年間４，０４９キロリットルで対前年度比１７．３％減少いたしました。 

       ごみ処理費では、ごみ収集に要する経費とくれさか環境事務組合への負担金で、

ごみの排出抑制、再利用、リサイクルを主とした廃棄物循環型社会の形成を目指

しました。 

       次に、農林水産業費の農業委員会費では、農地法に基づく農地の許認可など法

令事務を初め、遊休農地などの管理指導を行い、農地の確保と有効利用に取り組

みました。 

       次、８ページです。 

       農業総務費では、中播農業共済事務組合負担金が主な支出です。 

       農業振興費では、農業の持続的発展を図るため、力強い農業経営を展開できる

ように支援するとともに、特産もち麦の産地振興並びに農産物の生産、供給体制

を整え、地産地消を推進しました。 

       体験農園事業では、春から秋にかけて体験農園を設置し、園児・小学校児童を

対象に作物の植えつけから収穫までの農作業体験実習を実施し、「農」への関心

を高め、食育活動の一環として効果的に行うことができました。 

       農地集積・集約化支援事業では、集落レベルでの話し合いに基づき、地域の中

心となる経営体への農地の集積をはじめ、中心となる経営体とそれ以外の農業者

を含めた地域農業のあり方を記載した「人・農地プラン」の作成及び見直しを支

援しました。平成２９年度末現在、３４農区中１４農区が作成済みです。 

       地方創生拠点整備事業、平成２８年度からの繰り越しでは、地方創生拠点整備

交付金を活用し、特産もち麦を生産・加工・販売までの第６次産業化を目指す農

家の環境整備を行い、生産体制の構築と持続可能な仕組みづくりを行いました。

６次産業化については、町内商工業者、神戸医療福祉大学と連携するなどして、

３商品を開発しました。また、もち麦連続講座を５回開催し、町内外から５６８

名の参加がありました。 

       地方創生推進事業、農業振興では、地方創生推進交付金を活用し、産学官連携

による地域住民が主体となって地域の課題を解決するための方策の一つとして、

軽トラ市等による地域活性化の実証実験を兵庫県立大学に委託して実施しました。 

       農業構造改善施設運営費は、春日ふれあい会館と春日キャンプ場の運営経費と

施設管理に要した費用です。春日山キャンプ場のバンガローのうち、老朽化が激

しく、修繕工事を行っても長期間の使用に耐えることのできない３棟について解

体撤去いたしました。 

       高岡・福田地区ほ場整備推進事業は、高岡・福田地区の農地を大区画に整備す

るもので、経営農地の集団化及び生産性の向上と合理化などを図るため、平成３

３年度の完了を予定に平成２９年度から着手いたしました。 
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       農村地域防災減災事業では、早急にため池の耐震性を把握するとともに、必要

な耐震整備を実施することにより、ため池に起因する災害の発生を未然に防止し

ます。平成２７年度で９６カ所全ての点検を終えました。また、（桜）上池、亀

坪奥池については、県営ため池改修の事業採択を受け、平成２８年度内に詳細設

計を完了させ、工事に着手しました。平成２９年度末の事業の進捗状況は、

（桜）上池７０％、亀坪奥池１００％です。 

       国土調査費では、田口と高岡地区の山林で地籍調査を実施し、地籍調査により、

正確な所有者、地番、地目及び境界等の地籍に関する事項が明らかになり、登記、

固定資産税等、多方面に活用されています。近年、山林の筆界情報を熟知してい

る住民が少なくなっていることに加え、高齢のため、体力的に山林での立ち会い

が困難な土地所有者が増加しているため、今後もできる限り早いうちに地権者情

報の収集、保存に努めます。 

       林業振興費では、森林の有する多面的機能の持続を図るための里山整備や森林

整備、有害鳥獣駆除に要した経費で、松くい虫被害木の伐倒を実施し、環境保全

と景観の改善を図りました。また、有害鳥獣駆除事業については、福崎町猟友会

と連携して駆除活動を行い、農林業被害の軽減を図りました。 

       次、９ページです。 

       商工費です。 

       商工総務費は、企業誘致と工業団地の調整池の維持管理費用です。 

       平成２９年度末の工業団地の操業状況は、福崎工業団地２５社、福崎企業団地

１１社、福崎町東部工業団地８社の計４４社です。 

       商工業振興費では、福崎町商工会への支援を通じ、中小事業者の振興・発展に

寄与し、商工会の活動及び再建を支援しました。 

       商工会等助成事業では、「小規模事業者持続化補助金」や「ものづくり補助

金」活用に係る経営計画策定支援をはじめとし、中小企業大学校関西校と連携し

た「福崎繁盛ゼミナール」の開催、学生を対象とした企業見学会、企業ガイドブ

ック制作等の労働環境対策事業の実施、ハローワーク等と連携した中播磨合同就

職面接会の開催など、多岐にわたる分野での経営支援、販路拡大支援、人材確保

に努めました。 

       観光振興事業は、観光による地域振興に要した経費で、福崎町観光協会の事業

活動に対する支援や、ＪＲ福崎駅から辻川山公園までのルート上の店舗に妖怪ベ

ンチを設置するとともに、外国人用観光看板を設置するなど、新たな誘客や滞在

時間の延長に取り組みました。 

       観光パンフレットについては、町内外のイベント時や観光施設等に約２万２，

０００枚を配布しました。 

       地域創生推進事業・観光振興では、ＪＲ福崎駅から辻川界隈という二つの観光

拠点を柱とした地域活性化につながる新交流拠点施設の整備計画「福崎町地方創

生まちづくり計画」を策定しました。 

       もちむぎのやかた管理事業では、周辺の景観形成を図るとともに、町特産のも

ちむぎ商品の販路拡大のためにイベントに出展し、特産もち麦のＰＲに努めまし

た。辻川山公園の河童や天狗等のテレビ放映の効果も大きく、集客力がアップし、

目標の売り上げはほぼ達成しています。第２９期のもちむぎのやかたレストラン

利用人数は、４万６，７７４人でした。 

       消費者行政費では、経済環境の変化や生活の情報化、サービス化に伴い、多様

化してきた消費生活の中で、環境問題や契約、取引の適正化に関する問題等に積

極的に取り組みました。 
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       企業会館運営費では、指定管理者の福崎町工業団地協議会に企業会館の運営及

び管理を委託し、委託料を支出しました。平成２９年度は福崎町工業団地企業会

館施設改修工事を実施しました。企業会館の施設利用状況は、平成２９年度はこ

の工事の影響もあり、利用回数、利用者数とも例年と比較すると若干減少いたし

ました。 

       次に、土木費です。 

       道路橋梁総務費では、平成２８年度に引き続き、道路台帳補正費用の軽減を図

り、迅速かつ正確な公共サービスを提供するために道路台帳の電子化を委託しま

した。 

       次、１０ページです。 

       道路改修費は、道路の損傷が著しい箇所の改修及び維持補修、街路樹剪定や道

路清掃等の美化作業に要した経費で、町道美化のための委託２３件、用地測量業

務ほか２件、生活道路の維持補修工事３０件、通行に支障のある道路用地１筆の

購入を行い、普段から通行する生活道路の安全性の確保に努めました。 

       橋梁改修費では、橋梁の損傷箇所補償及び長寿命化を図るため、町道新町西治

線七種橋外１橋の補修工事、月見橋外２橋の補修調査設計を実施するとともに、

道路橋の定期点検を実施し、歩行者の安全確保、道路橋に係る維持管理を適切に

行うために必要な情報を得ることができるよう努めました。 

       河川改修費では、県河川の美化事業として県と委託契約を締結し、市川と七種

川の清掃、草刈りなどを実施し、河川環境の美化に努めました。また、立木等の

伐採により景観の保全及び流水断面の確保ができ、良好な河川の維持管理や、災

害に強いまちづくりに努めました。 

       砂防費では、イマ谷川下流域で下流水路の一部区間の工事を実施し、治水対策

事業は完了し、池下流域全区間の水路整備工事が完了したことにより、床下浸水

等の減災対策を図ることができました。 

       都市計画費では、都市の健全な発展と秩序ある整備、土地利用の適正化を図る

ために必要な経費を支出しました。また福崎町地域公共交通活性化協議会を５回

開催し、福崎町の地域公共交通に関する施策などを協議しました。 

       都市計画見直し事業では、地域公共交通計画の基本となる福崎町地域公共交通

網形成計画の策定や、中播都市計画用途地域の変更、西部工業団地地区計画の一

部運用変更及び土地利用計画の策定等を行いました。 

       まちづくり事業費では、ユニバーサル社会の実現や市街地整備の推進、市街化

調整区域における活力維持に向けた検討及び土地利用の基本計画の改定に要した

経費を支出しました。 

       福崎駅周辺整備費については、福崎駅周辺をまちの顔としてふさわしい魅力と

活力のある中心市街地として再生させるとともに、辻川界隈と連携して整備する

ことにより、誰もが訪れやすく住みよいまちづくりを目指すための整備に要した

経費で、福崎駅周辺整備事業では、事業により撤去いたしました福崎駅前駐車場

にかわる代替施設として福崎駅前西駐車場及び東駐車場を整備し、供用開始しま

した。また、県道甘地福崎線、町道福崎駅田原線において、用地買収、物件移転

補償を行い、町道駅南幹線も含めて工事を実施しました。このほか、福崎駅前交

通広場、交流広場の詳細設計、広場のシェルター製作等を実施しました。 

       辻川界隈整備事業では、旧辻川郵便局舎の移築設計、町道辻川界隈線の詳細設

計、辻川観光交流センター整備工事等を実施しました。 

       公園管理費では、公園の管理や遊具の修繕、点検及び草刈り等の維持管理によ

り、利用者が安全・快適に公園を利用できるよう努めました。市川河川公園につ
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いては、老朽化が進み、修繕が必要となっていた水の広場の全面改修工事を行い、

リニューアルオープンしました。 

       住宅管理費では、町営住宅の維持管理に要する経費を支出しました。経年劣化

による住宅設備の取り替えや補修を行うことにより、入居者の住みよい生活環境

整備に努めました。また、老朽化が進んでいる駅前団地の建て替えに向けて実施

設計を実施しました。平成２９年度末現在の管理戸数は１５２戸です。 

       空き家利用促進事業では、空き家の実態把握のため、各集落の区長より情報を

集め、現地確認を行いました。また、空き家バンクの物件登録を１件行い、ホー

ムページ上で入居者の募集を行いました。平成２９年度末の空き家件数は３２２

件です。 

       次、１１ページです。消防費です。 

       常備消防費では、姫路市への消防事務委託に要した経費で、平成２９年度は姫

路市中播消防署の空調機の更新を行いました。なお、火災発生は８件、救急出動

は８６９件でした。 

       非常備消防費では、災害から郷土を守るため、有事に即応した新しい知識・技

術を習得し、１本部３２分団６００名体制で消防施設を有効的・効果的に使い、

消防活動を行いました。火災・警戒出動は１，９８７人、訓練等の出動は２，４

６０人となっています。 

       防災対策費では、平成２９年１０月２９日に総合防災訓練として１８年ぶりの

福崎町総合防災訓練を実施しました。約７００名が参加し、大規模災害への対応

能力の向上を図りました。また、災害時に必要となる生活用水の水源を確保する

ため、町の指定避難所となっている田原小学校、福崎小学校、福崎西中学校に井

戸を設置しました。 

       次に、教育費の教育委員会費では、教育委員会の会議は定例会１１回、臨時会

２回及び総合教育会議を２回開催し、教育上の諸問題について審議しました。 

       事務局費では、不登校指導員等を配置し、児童生徒の問題解決に早期対応いた

しました。また、英語指導助手を２名配置し、国際理解教育を進めました。 

       小学校管理費は、小学校における義務教育活動の充実と向上を図るために要し

た経費で、老朽化に伴う不良箇所や機器類の修繕を行い、学校施設の環境改善に

取り組みました。自然学校推進事業では、兵庫県立南但馬自然学校において自然

学校を体験しました。 

       中学校管理費は、中学校における義務教育活動の充実と向上を図るために要し

た経費で、平成２９年度も２年生を対象に、地域に学ぶ体験活動「トライやる・

ウイーク」を実施しました。また、福崎西中学校の廊下及び階段踊り場長尺シー

ト張り替えなどを実施し、より円滑な学校運営や教育環境の改善を図ることがで

きました。 

       社会教育総務費では、吉識雅夫の顕彰を図るとともに、子どもたちの自然科学

に対する興味、関心、意欲を高めることを目的として、自然科学分野ですぐれた

研究等を行った児童生徒に、第１０回目となる吉識雅夫科学賞を贈りました。 

       地域ぐるみ教育支援事業では、土曜英語教室、サマースクール、ウインタース

クール等の教育支援、登下校時の見守り、校内巡視等、学校支援活動に取り組み

ました。 

       青少年健全育成事業では、平成２９年１２月９日に人権・青少年健全育成フエ

スティバルをエルデホールで開催し、３１３人が参加しました。 

       次、１２ページです。 

       公民館費では、生涯学習の場の提供、町民が主体的に学習するための講座や教
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室を開講し、内容の充実に努めました。公民館クラブ連絡協議会の登録団体数は、

８２団体で、登録人数は７７９人です。また、芸術文化の向上と発展に貢献し、

その活動と功績が顕著な個人や団体に贈る文化功績賞を６名に授与しました。 

       図書館費では、図書館機能拡充のため、施設改修工事で自習コーナーを整備し

ました。マイナンバーカードによる貸し出しも継続し、図書館利用の利便性が向

上しました。平成２９年度末の蔵書点数は１４万４，８４９点、利用状況は、貸

し出し人数４万６，２２４人、貸し出し冊数２２万７，８０１冊でした。 

       文化センター管理費では、駐車場南側擁壁改修、ロビースロープ改修などを実

施し、施設の安全管理に努めました。 

       エルデホール運営費では、文化、芸術への興味や知識を深めていただくための

自主公演事業を７回実施し、住民企画事業も実施しました。主な施設修繕として、

音響設備更新としてマイクのデジタル化とアンプ等の入れ替えを実施しました。 

       研修センター運営費では、文化センターの分館として文化教養の向上、研さん

の場として安全に快適に利用できるよう管理運営を行いました。 

       青少年野外活動センター費では、野外活動を通して青少年の健全育成を図り、

自然にふれる機会や交流の場を提供しました。 

       辻川界隈文化振興費の歴史民俗資料館運営事業では、開館３５年の節目の年に

当たる平成２９年度は、館蔵品の中から各分野の代表的なもの、特徴的なもの３

５点を選出した特別展を開催しました。 

       柳田國男・松岡家記念館運営事業では、第３８回山桃忌、企画展等を実施しま

した。８月６日に実施した第４回柳田國男検定は、上級編最高得点者には「遠野

の旅」を贈りました。受験者数は７５人、合格者数は２７人でした。 

       三木家住宅等管理事業では、平成２２年度から進めてきた主屋に関連する保存

修理工事の終了により、三木家住宅を活用していくため、主屋部分を展示施設と

して一般公開いたしました。 

       辻川界隈整備事業では、「銀の馬車道」周辺地域である辻川地区のまちなみの

景観向上及び情報発信を図るため、県のふるさと創生推進事業補助金を活用し、

整備しました。 

       １３ページです。 

       地方創生推進事業では、地方創生推進事業補助金を活用し、三木家住宅資料の

保存活用のため、神戸大学大学院人文学研究科との共同研究による民俗資料調査

を実施しました。 

       文化財保護費は指定文化財への助成、埋蔵文化財発掘調査等に要した経費で、

文化財を保存し、活用を図るため、町指定文化財の保存継承事業等への補助金交

付や説明看板の整備を行いました。 

       保健体育総務費では、生涯スポーツ全般の振興と推進に努めました。スポーツ

競技で有名な成績をおさめた方に贈るスポーツ功績賞を個人１６人に授与しまし

た。 

       子ども会運営事業では、健全な身体と協調精神の向上、情操教育を目的として、

各種団体の協力を得て球技大会や郡オセロ大会などを開催し、子ども、保護者と

もに地域交流の促進を図ることができました。 

       給食運営費では、「福崎町第２次食育推進計画・健康増進計画」に基づき、栄

養のバランスのとれた給食を提供することで、児童生徒の健康を守るとともに、

学校給食を生きた教材として活用した食育推進に取り組みました。 

       町民グランド管理費では、町民第１・第２グランドやスポーツ公園、町民第３

グランドの維持管理に要する経費で、平成２９年度はスポーツ振興くじ助成金を
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活用し、スポーツ公園のテニスコート人工芝改設工事を実施しました。 

       学校施設社会開放費では、スポーツの場を広げるため、学校施設の社会開放を

行い、体育館、グランドを合わせて２，８２５回、９万２，４７８人の利用があ

りました。 

       体育館運営費では、生涯スポーツの拠点として各年代層に合ったスポーツを選

択できるよう、年間を通してさまざまな教室、大会を開催しました。 

       次に、公債費では、長期借入金の返済額は元金８億４，２８８万３，９６４円

で、平成２９年度借入総額は９億９５９万１，０００円で、年度末現在高は１１

２億７，１１８万４，３５０円となりました。利子は長期借入金利子６，９３８

万５，２４６円と年度内に資金不足が生じたために一時借り入れを行った利子１

３万８，７９３円です。 

       予備費は、予算の範囲内で支出できましたので、充用はありませんでした。 

       災害復旧費です。災害復旧費は平成２９年７月４日から２日にかけての豪雨、

８月１７日から１８日にかけての豪雨及び９月１６日から１８日にかけての台風

１８号などにより被災した農地、農業用施設、道路及び河川、公共用施設の復旧

工事に要した経費です。 

       次に、１４ページでございます。 

       調定額に対する収入未済額につきましては、１億３，６５６万１，６２３円、

対前年度比２，２９１万８，８１７円の減となりました。 

       なお、資料の２４ページから３３ページに、町税や使用料の収納状況や不納欠

損等の状況について、資料を添付しておりますので、ご参照をお願いします。 

       不用額につきましては、１億４，９７７万２，１２２円で、資料の１９ページ

から２３ページには節別に２０万円以上の不用額の詳細説明をしておりますので、

お目通しください。 

       １５ページの左側には、前年度歳出決算額との比較表、右側には全会計の給与

費明細書をお示ししております。 

       次の１６ページには、項別の歳入の決算表です。 

       １７ページは、項別の歳出の決算表をお示ししております。 

       次の１８ページは、基金の状況でございます。 

       基金全体につきましては、平成２９年度末現在高の合計が、２５億１，６２３

万９，０９１円です。このうち一般会計は左側の表で、平成２９年度末で１７億

１，５５５万４，９２２円となっております。 

       次に、議案第４０号、国民健康保険事業特別会計決算概要について、ご説明い

たします。 

       まず、決算書の国民健康保険事業特別会計の４６ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書でございます。 

       歳入総額２２億８，２７５万３，０９７円。歳出総額２２億４，６２５万１，

３７９円。差引額、実質収支額ともに３，６５０万１，７１８円で、うち２万円

を繰り越しし、残り３，６４８万１，７１８円は、平成３０年度で基金に積み立

てをいたしました。 

       ４７ページにつきましては、財政調整基金の保有を示しております。決算年度

末の現在高は７，８７８万３，２６０円でございます。 

       次に、議案第４０号資料で、概要説明をさせていただきます。 

       資料の１ページを、お開きをお願いいたします。上から５行目から朗読説明を

いたします。 

       国民健康保険の財政運営は、少子高齢化の進展、被保険者の高齢化や医療の高
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度化による医療費の増加等の構造的な要因により、大変厳しい状況となっていま

す。 

       平成２９年度における制度改正の主なものは、①国民健康保険税の軽減判定所

得基準額の見直し、②７０歳以上の高額医療費の自己負担限度額の見直し等です。 

       平成３０年度に国保財政の運営責任主体が兵庫県に移行することにより、保険

料の算定方式が３方式となることを踏まえ、資産割の割合を段階的に引き下げる

よう税率の改正を行いました。また、資格・給付面においても新制度に対応する

よう、県内市町連携に向けたシステムの改修整備等を行いました。 

       １世帯当たりの保険税年額が１４万１，３４３円、被保険者１人当たりの保険

税年額は８万３，４５４円となりました。 

保険給付費、医療費は、対前年度比１．０％減となり、歳出全体の６０．

９％を占めています。療養給付費は１人当たり２７万７，７１８円で、対前年

度比４．４％の増となりました。介護納付金は、対前年度比１人当たり負担額

３．９％増で拠出し、後期高齢者支援金は１人当たりの負担額が１．２％の増、

対前年度比１．５％の増となりました。 

       保健事業については、生活習慣病の実態把握と疾病予防のため、特定健康診

査・特定保健指導事業の見直しを行い、第３期特定健康診査等実施計画を策定し

ました。特定健康診査については多くの人に受診していただけるよう、健診申込

書を各世帯に郵送し、土、日曜日に実施する休日健診や医療機関で行う個別検診

を実施するほか、健診未受診者に対する受診勧奨に取り組みました。本年度の特

定健康診査の受診者数は、集団健診１，１５０人、個別健診１１９人、計１，２

６９人で、受診率は３８．１％、前年度に比べ０．３％低下しました。特定健康

診査の結果により指導・支援を必要とする人に特定保健指導を行いました。また、

より効率的・効果的な保健事業を実施するため、健診データとレセプトデータを

活用した第２期データヘルス計画を策定しました。平均被保険者数は４，２６７

人、うち８１人が退職者医療給付対象者です。 

       資料２ページには、２０万円以上の不用額及び保険税収納状況、３ページから

６ページには、決算勘定表、税賦課状況について、お示ししておりますのでご参

照ください。 

       続きまして、議案第４１号についてご説明をいたします。 

       決算書の、後期高齢者医療事業特別会計の２１ページを、お開き願います。 

       実質収支に関する調書でございます。 

       歳入総額２億５，０９６万９，６０３円。歳出総額２億４，６７１万９，２８

６円。差引額、実質収支ともに４２５万３１７円です。 

       次に、議案第４１号資料で、概要説明をさせていただきます。 

       資料１ページをお開き願います。上から８行目から、朗読説明いたします。 

       平成３０年３月末の、被保険者数は２，６３７人で、町は兵庫県後期高齢者医

療広域連合により定められた保険料を徴収し、所得が低い方の保険料軽減分に係

る保険基盤安定納付金とあわせて広域連合へ納付します。 

       保険料率は、兵庫県内は原則均一で２年ごとに改定され、平成２８・２９年度

については均等割額は４万８，２９７円、所得割は１０．１７％、賦課限度額は

５７万円です。 

       歳入は、保険料と一般会計からの繰入金等で、繰入金は人件費や事務費、保険

基盤安定納付金分です。 

       歳出は、人件費のほか、事務費等の経費、後期高齢者医療広域連合納付金で保

険料と保険基盤安定納付金を納付しました。 
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       資料２ページ、３ページには、２０万円以上の不用額及び保険料収納状況、給

付費の状況等について、お示ししておりますので、ご参照をお願いします。 

       次に、議案第４２号について、ご説明をいたします。 

       決算書の介護保険事業特別会計の４６ページをお開き願います。 

実質収支に関する調書でございます。 

       歳入総額は１６億３，８９０万６，３３１円。歳出総額は１６億１，９６３万

３，１４４円。差引額、実質収支とも１，９２７万３，１８７円で、うち２万円

を繰越金とし、残り１，９２５万３，１８７円を、平成３０年度で基金に積み立

てました。 

       ４７ページにつきましては、財政調整基金の保有を示しております。決算年度

末の現在高は５，１３０万９０９円でございます。 

       次に、議案第４２号資料で、概要説明をさせていただきます。 

       資料の１ページをお開き願います。上から５行目から朗読説明いたします。 

       介護保険制度が平成１２年に施行され１７年が経過し、平成２９年度末は第６

期事業計画の最終年度となりました。第６期の主な改正点として、介護保険料は

在宅サービスの利用増と地域密着型サービス事業所の増設を見込み、町財政調整

基金を財源に、基準月額を４，８００円から５，２４０円としました。また、消

費税率引き上げによる公費を投入して低所得者の保険料の軽減割合を拡充し、保

険料基準額に対する第１段階の割合を５０％から４５％に軽減しました。所得段

階は第５期の第７段階から、第６期は負担能力に応じた保険料設定となるよう課

税層の所得段階を多段階化し、１０段階に設定しました。 

       財源構成は、第１号被保険者負担割合２２％、第２号被保険者負担割合２８％

で、介護報酬は、介護職員の処遇改善、地域包括ケアの推進等を踏まえ、平成２

７年４月から全体で２．２７％の引き下げとなりました。 

       平成２９年度の介護保険給付費は１４億３，３９２万７，１６５円となり、対

前年度比０．９％減少し、サービス別介護保険給付費では、通所介護、訪問介護、

訪問看護等の居宅サービス費が対前年度比６．３％減、地域密着型サービス比は

対前年度比２．２％増、施設サービス比は対前年度比５．３％増となりました。 

       地域支援事業は、平成２９年度から総合事業を開始し、要支援者と基本チェッ

クリストで把握した事業対象者の訪問介護事業、通所介護事業を行いました。 

       地域ケア会議は、「地域支え合い会議」の部会として自治会福祉担当者らによ

る「我が事会議」を平成３０年度に開催するための説明を行いました。 

       生活支援体制整備事業は、訪問介護事業の推進のために長寿社会づくりソフト

事業交付金を活用し「緩和した基準によるサービスの担い手育成事業」を実施し

ました。 

       認知症総合支援事業では、神戸医療福祉大学の学生が認知症カフェであるオレ

ンジカフェ「結」を高岡地区交流広場で、地区民生委員、児童委員の協力のもと、

毎月１回開催しました。 

       地域介護予防活動補助金交付事業では、地域の自主的な介護予防事業、支え合

い事業である「地域ふくろうの会」「ふれあい喫茶」等を支援する事業として、

５３団体に補助金を支給しました。 

       資料２ページから６ページには、２０万円以上の不用額及び保険料収納状況、

月別の給付状況等についてお示ししておりますので、ご参照お願いします。 

       以上、第３９号議案から第４２号議案の４議案につきまして、よろしくご審議

賜り、認定いただきますよう、お願いいたします。 

議    長 暫時休憩したいと思います。再開は１３時からお願いしたいと思います。 
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◇ 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時００分 

◇ 

議    長 それでは、再開したいと思います。 

 

日程第１１ 議案第４３号 平成２９年度福崎町水道事業会計決算認定について 

日程第１２ 議案第４４号 平成２９年度福崎町工業用水道事業会計決算認定について 

日程第１３ 議案第４５号 平成２９年度福崎町下水道事業会計決算認定について 

 

議    長 日程第１１、議案第４３号、平成２９年度福崎町水道事業会計決算認定につい

てから、日程第１３、議案第４５号、平成２９年度福崎町下水道事業会計決算認

定についてまでの計３件を一括議題といたします。 

       各議案に対する詳細なる説明を求めます。 

上下水道課長 議案第４３号、議案第４４号及び議案第４５号について、ご説明申し上げます。 

       この３議案につきましては、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、

平成２９年度の水道事業会計、工業用水道事業会計並びに下水道事業会計の決算

について、議会の認定をお願いするものです。 

       議案第４３号、水道事業会計から説明申し上げます。 

       決算書の１、２ページをお開きください。 

       水道事業決算報告書です。この報告書は、予算に対する執行実績を示したもの

で、消費税込みで表示しています。 

       まず、収益的収入及び支出です。収入は、１款、水道事業収益、予算額４億４，

１０１万円、決算額４億４，７３５万４，４７７円、予算額と比較して６３４万

４，４７７円の増であります。各項の決算額は、１項、営業収益、３億３，１６

２万４，２１５円。２項、営業外収益、１億１，５７３万２６２円。３項、特別

利益はございません。 

       支出、１款、水道事業費用、予算額４億１，２４０万円、決算額４億４５１万

７，１０３円、不用額は７８８万２，８９７円となりました。各項の決算額は、

１項、営業費用、３億８，３２５万４，１９２円。２項、営業外費用、２，１２

６万２，９１１円です。 

       ３、４ページは資本的収入及び支出です。 

       収入は、１款、資本的収入、予算額１，１３０万円、決算額１，０７１万７，

４６１円、予算額と比較して５８万２，５３９円の減となりました。各項の決算

額は、１項、補助金、８８万６，２２１円。２項、工事負担金、９８３万１，２

４０円であります。 

       支出は、１款、資本的支出、予算額１億６，８７０万円、決算額１億３，３０

１万６，７０５円、不用額は３，５６８万３，２９５円となりました。各項の決

算額は、１項、建設改良費、１億１，６３３万９，７６０円、２項、企業債償還

金、１，６６７万６，９４５円です。 

       なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億２，２２９万９，２４４

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８６１万７，７６０円と、

過年度分損益勘定留保資金１億１，３６８万１，４８４円で補てんしました。 

       次に、決算の概要を説明申し上げます。１３ページをお開きください。 

       本年度の給水量は２４９万２，０７４立米で、前年度比１．１％の増。給水収

益は２億９，７２０万８，２５５円で、１．７％の増となりました。 
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       しかしながら、福崎駅周辺整備事業が進み、配水管移設工事に伴う資産減耗費

が増加したことから営業費用が増加し、営業損失は前年度と比べ６０．８％の増

となりました。また、経常利益は、営業外収益で長期前受金戻入が増加しました

が、前年度と比べ２０．５％の減となりました。 

       建設改良事業では、辻川山配水池から東部工業団地配水池への送水管更新工事

や、町道大門石引線に新たな配水管を布設しました。また、福崎駅周辺整備事業

に伴う配水管布設工事につきましては、同事業の進捗にあわせながら順次進めま

した。委託業務では、工業団地の配水池更新詳細設計を完了しました。 

       なお、議案第４３号資料の１、２ページに、水道料金及び送配水量の表を添付

していますので、ご参照ください。 

       １５、１６ページは、建設改良工事の契約内容を、２０ページは業務量です。

給水戸数は８，０４４戸、配水総量は２６２万９，０７４立米で、有収率は９４．

８％であります。 

       ２１ページには事業収入、２２ページ上段には事業費用を取りまとめています。

給水原価は１立米当たり１５５円１２銭、長期前受金戻入を控除した給水原価は

１１４円０１銭、供給単価は１１９円２６銭となりました。 

       ２４ページは企業債の概要です。 

       本年度発行はなく、償還額１，６６７万６，９４５円で、年度末残高は１０億

７２５万３，３４４円となりました。 

       ２５ページは、キャッシュフロー計算書です。 

       下から３項目め、資金増減額は６，７１１万９，１３０円で、資金期末残高は

９億６，７３７万２００円となりました。 

       ２６ページからは収益費用明細書です。 

       まず、収益では、水道事業収益は４億２，２０８万８，５２７円、営業収益は

３億７２３万５，７６９円で、主なものは、水道料金、受託工事収益、手数料な

どです。営業外収益は１億１，４８５万２，７５８円で、主なものは、長期前受

金戻入、加入分担金です。 

       ２８ページは費用です。 

       水道事業費用は３億８，７８７万５，８９１円で、うち営業費用は３億７，３

９０万９８０円です。主なものは、原水及び浄水費では水源地動力費、配水及び

給水費では、２９ページの県水受水費などです。 

       ３０ページでは減価償却費が１億８，３６８万６，２５８円で、資産減耗費２，

１８３万４，１５７円につきましては、駅周辺整備事業による配水管入れ替えに

伴う残存価格分となります。 

       営業外費用は、支払利息１，２８７万５，４６１円などです。 

       次に、３１ページ、資本的収入及び支出の明細書です。 

       資本的収入は１，０７１万７，４６１円で、内訳は一般会計からの補助金、給

水工事の負担金です。 

       ３２ページ、資本的支出は１億２，４３９万８，９４５円、内訳は建設改良費、

企業債償還金です。 

       ３３ページは固定資産明細書、３４ページは企業債明細書です。 

       次に、決算書５ページにお戻りください。 

       損益計算書です。 

       営業収益は、給水収益からその他営業収益までの合計３億７２３万５，７６９

円。営業費用は、原水及び浄水費から資産減耗費までの合計３億７，３９０万９

８０円。営業損失はマイナス６，６６６万５，２１１円で、前年度比、約２，５
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２０万円損失が増えました。 

       営業外収益は、受取利息及び配当金から雑収益までの合計１億１，４８５万２，

７５８円。営業外費用は、支払利息と雑支出を合わせて１，３９７万４，９１１

円です。差し引き、営業外利益は１億８７万７，８４７円で、経常利益は３，４

２１万２，６３６円となりました。当年度純利益に前年度繰越利益剰余金７，９

１５万７，５５２円を加えた当年度未処分利益剰余金は１億１，３３７万１８８

円となりました。 

       ６ページは、剰余金計算書です。資本金１５億４，８６９万９，４６０円、資

本剰余金４億３，５１４万９，４８１円は、変動ありません。 

       利益剰余金合計は、減債積立金、建設改良積立金、未処分利益剰余金を合わせ

た７億２，０５２万９，７００円。資本合計は２７億４３７万８，６４１円とな

りました。 

       ７ページは剰余金処分計算書（案）です。 

       当年度未処分利益剰余金１億１，３３７万１８８円につきましては、積み立て

ず、繰越利益剰余金として繰り越ししたいと考えています。これは、平成３０年

度に行う工業団地配水池の工事費に充てるためでございます。 

       ９ページは貸借対照表です。 

       資産の部、固定資産は、有形固定資産と無形固定資産の合計５０億９，９５８

万７，７６５円、前年度と比較して約９，４７４万円の減となりました。 

       詳細は、３３ページ固定資産明細書並びに議案第４３号資料５から９ページを

ご参照ください。 

       流動資産は９億８，６９１万１，５４２円で、資産合計は６０億８，６４９万

９，３０７円、前年度比、約２，６４６万円の減となりました。 

       １０ページは負債の部で、固定負債は企業債９億８，９１５万６，４０５円、

流動負債は、１年以内に償還する企業債からその他流動負債を合わせて９，０８

６万７，５５８円、繰延収益は２３億２０９万６，７０３円で、負債合計は３３

億８，２１２万６６６円、前年度比約６，０６８万円の減となりました。 

       資本の部は、資本金と資本剰余金及び利益剰余金で、資本合計は２７億４３７

万８，６４１円、前年度比で約３，４２１万円の増となりました。 

       以上、議案第４３号の説明とさせていただきます 

       続きまして、議案第４４号についてご説明申し上げます。 

       工業用水道事業会計決算書１、２ページをお開きください。 

       決算報告書です。 

       まず、収益的収入及び支出です。 

       収入は、１款、工業用水道事業収益、予算額４，９３０万円、決算額４，７９

１万５，０５１円、予算額と比較してマイナス１３８万４，９４９円の減であり

ます。 

       各項の決算額は、１項、営業収益、３，４８３万２，５９０円、２項、営業外

収益、１，３０８万２，４６１円です。 

       支出は、１款、工業用水道事業費用、予算額４，７１２万円、決算額４，４２

４万１，５１３円、不用額２８７万８，４８７円となりました。 

       各項の決算額は、１項、営業費用、４，１０４万３，００５円、２項、営業外

費用、３１９万８，５０８円です。 

       ３、４ページは資本的収入及び支出です。 

       収入は、１款、資本的収入、決算額１４４万７，８０３円、これは、３項、固

定資産売却代金であります。 
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       支出は、１款、資本的支出、予算額９２０万円、決算額４６３万９，８０８円、

不用額４５６万１９２円となりました。 

       各項の決算額は、１項、建設改良費、３４５万２，７６０円、２項、企業債償

還金、１１８万７，０４８円となりました。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額３１９万２，００５円は、

過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３１９万２，００５円で補て

んしました。 

       次に、概要の説明を申し上げますので、１３ページをお開きください。 

       本年度の給水量は、５９万２０８立米で、前年度比２．３％の増、給水収益は

３，１１７万６，７７４円で、料金を約４０％引き上げたこともあり、３４．

９％の増となりました。 

       建設改良事業では、新町水源地の送水ポンプの更新や福崎工業団地の舗装本復

旧工事を行いました。有収率は、９８．１％です。 

       議案第４４号資料１、２ページには、工業用水道料金及び使用水量に係る資料

を添付していますのでご参照ください。 

       １５ページは建設改良工事の契約内容、１６ページは業務量、１７ページは事

業収入及び事業費用を取りまとめています。また、給水原価は１立米当たり７０

円７５銭、長期前受金戻入を控除した給水原価は４８円７８銭、供給単価は５２

円８２銭となりました。 

       １８ページは企業債の概要で、本年度発行額はなく、償還額１１８万７，０４

８円、年度末残高は２億６，８７１万２，９５２円となりました。 

       １９ページは、キャッシュフロー計算書です。 

       本年度では、資金が６９３万９，８９８円増加し、期末資金残高は９，４３３

万４，３１１円となりました。 

       ２０ページからは、収益費用明細書です。 

       収益は、工業用水道事業収益が４，５３３万４，８７０円、営業収益は３，２

２５万２，４０９円で、水道料金と受託工事収益です。 

       営業外収益は１，３０８万２，４６１円で、主なものは、長期前受金戻入です。 

       ２１ページからは、費用です。 

       工業用水道事業費用は４，１９１万７，２７３円で、営業費用は４，０３５万

１，７６５円で、主なものは、送水及び配水費。 

       ２２ページの減価償却費、営業外費用は支払利息１５６万５，５０８円です。 

       ２３ページからは、資本的収入及び支出明細書です。 

       資本的収入は１４４万７，８０３円で、これは土地売却代金です。 

       ２４ページの資本的支出は４３８万４，０４８円で、建設改良費と企業債償還

金です。 

       ２５ページは固定資産明細書、２６ページは企業債明細書を記載しています。 

       次に、決算書５ページにお戻りください。損益計算書です。 

       営業収益は、給水収益と受託工事収益で合計３，２２５万２，４０９円、営業

費用は、送水費及び配水費から、資産減耗費までの合計４，０３５万１，７６５

円で、営業損失はマイナス８０９万９，３５６円となりました。 

       営業外収益は、受取利息及び配当金から雑収益までの合計１，３０８万２，４

６１円、営業外費用は、支払利息の１５６万５，５０８円、差し引き、営業外利

益は１，１５１万６，９５３円、経常利益は３４１万７，５９７円となりました。

当年度純利益に前年度繰越利益剰余金２，５９１万３，７１６円を加え、当年度

未処分利益剰余金は２，９３３万１，３１３円となりました。 
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       ６ページは剰余金計算書です。 

       資本金５，０９５万２，８１４円、資本剰余金１億５，５５６万７，１１１円

は、前年度と変動ありません。 

       利益剰余金合計は利益積立金、建設改良積立金、未処分利益剰余金を合わせた

６，０５８万８，７０６円、資本合計は２億６，７１０万８，６３１円となりま

した。 

       ７ページは剰余金処分計算書（案）です。 

       当年度未処分利益剰余金２，９３３万１，３１３円につきましては、処分して

積み立てることなく、平成３０年度以降に繰り越ししたいと考えています。 

       ９ページは貸借対照表です。 

       資産の部、固定資産は有形固定資産で、土地から車両運搬具まで合計８億１６

２万９，５１４円、前年度比で約１，９００万円の減となりました。 

       詳細につきましては、２５ページ固定資産明細書並びに議案第４４号資料の３

から７ページをご参照ください。 

       流動資産は、現金預金の９，４３３万４，３１１円、資産合計は８億９，５９

６万３，８２５円で、前年度比約１，３３６万円の減となりました。 

       １０ページ、負債の部で、固定負債は企業債２億６，６３１万９，２３３円、

流動負債は５６６万６，８４３円で、繰延収益は３億５，６８６万９，１１８円

で、負債合計は６億２，８８５万５，１９４円、前年度比で約１，６７７万円の

減となりました。 

       資本の部は、資本金と資本剰余金及び利益剰余金で、資本合計は２億６，７１

０万８，６３１円、前年度比で約３４１万円の増となりました。 

       以上、議案第４４号の説明とさせていただきます。 

       続きまして、議案第４５号について、説明申し上げます。 

       下水道事業会計決算書１、２ページをお開きください。 

       下水道事業決算報告書です。 

       まず、収益的収入及び支出です。 

       収入は、１款、下水道事業収益、予算額１０億７，８４０万円、決算額１０億

８，０２５万４，０４９円、予算額と比較して１８５万４，０４９円の増であり

ます。各項の決算額は、１項、営業収益、３億５，９０２万３，０４０円、２項、

営業外収益、６億９，７２３万１，００９円、３項、特別利益、２，４００万円

です。 

       支出は、１款、下水道事業費用、予算額１０億５，９９０万円、決算額１０億

２，２５７万１，９５７円、不用額は３，７３２万８，０４３円となりました。

各項の決算額は、１項、営業費用、８億２，９３１万９，６７３円、２項、営業

外費用、１億９，３２５万２，２８４円。 

なお、減価償却費に充てるため、下水道事業基金を３，１１０万円取り崩し、

３９８万８，０３０円を積み立てました。 

       ３、４ページは資本的収入及び支出です。 

       収入は、１款、資本的収入、予算額３億３，５７５万円、決算額２億５，０５

６万６７２円、予算額と比較してマイナス８，５１８万９，３２８円の減となり

ました。各項の決算額は、１項、企業債、１億８７０万円、２項、出資金、３，

０５５万円、３項、補助金、９，３３０万円、４項、負担金、１，８０１万６７

２円、５項、基金取崩収入、ゼロ円であります。 

       支出は、１款、資本的支出、予算額８億４，２６６万円、決算額７億４，３７

１万４，７９０円、翌年度への繰越額は８，８００万円で、不用額は１，０９４
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万５，２１０円となりました。各項の決算額は、１項、建設改良費、２億４，０

６８万９，８２９円、２項、固定資産購入費、３７万５，４６２円、３項、企業

債償還金、５億２６４万９，４９９円、４項、基金積立金支出、ゼロ円です。 

       なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億９，３１５万４，１１８

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８２８万１，０６２円、

過年度分損益勘定留保資金１億１，０８５万３，５４６円、当年度分損益勘定留

保資金３億７，３０１万１，３８７円、未処分利益剰余金１００万８，１２３円

で補てんしました。 

       次に、決算の概要を説明申し上げます。 

       １３ページをお開きください。 

       平成２９年度末の処理状況は、汚水処理人口普及率は１００％、水洗化率は７

８．３％で、昨年度比１．０％の増となりました。総処理水量は１４ページの表

に記載のとおり、２１３万７０３立米で、昨年度比４．１％の増となりましたが、

処理経費等を含めた営業費用は９．４％の減となりました。これは、昨年度、法

適用初年度により一時的に高くなった減価償却費が大きく減少したことによるも

のです。 

       主な建設改良事業は、汚水施設整備事業では福崎駅周辺整備事業に伴う下水道

管敷設工事、福崎工業団地舗装本復旧工事、長目地区コミュニティプラント施設

の公共下水道への統合に向けた詳細設計。雨水排水施設整備では駅東雨水幹線工

事（第１工区）が完了し、第２工区を進めました。また、川すそ雨水幹線工事

（その６）、川端雨水幹線工事の詳細設計が完了しました。福崎浄化センターは、

供用開始１２年が経過したことから、機器設備の維持更新に取り組んでいきます。 

       議案第４５号資料では、１、２ページに下水道使用料及び処理水量の表を添付

していますので、ご参照ください。 

       １６、１７ページは建設改良工事の契約内容、１８から２０ページは保全工事

を、２１ページは業務量で、各項目において全体と公共・農集・個別排水ごとの

数値を記載しています。 

       人口ベースの水洗化率は７８．３％、接続戸数ベースの接続率は７７．８％、

有収率は９７．４％となりました。 

       ２２ページは事業収入、２３ページは事業費用を、また汚水処理原価は１立米

当たり４６９円、使用料単価は１５１円となりました。 

       ２５ページは企業債の状況で、今年度発行額１億８７０万円、償還額５億２６

４万９，４９９円で、年度末残高は１０３億９，４８２万４，１０５円となりま

した。 

       ２６ページは、キャッシュフロー計算書です。 

       資金増減額は、４，２６７万４，８７３円で、資金期末残高は２億３，７４１

万３，７７９円となりました。 

       ２７ページからは、収益費用明細書です。 

       下水道事業収益は１０億５，５２９万４２１円、営業収益は３億３，４０６万

２２７円、主なものは、下水道使用料、一般会計からの負担金などです。 

       営業外収益は６億９，７２３万１９４円で、主なものは一般会計負担金及び補

助金、長期前受金戻入などでございます。 

       また、特別利益は２，４００万円で、繰越欠損金解消のために一般会計から補

助を受けたものでございます。 

       次に２８ページは費用です。 

       下水道事業費用は１０億２７１万６，８２８円で、うち営業費用は８億１，５
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２６万７，６４４円で、内訳は管渠費、ポンプ場費、処理場費や減価償却費です。 

       営業外費用は、支払利息１億８，２１７万３，３１７円などです。 

       ３１ページからは、資本的収入及び支出の明細書です。 

       資本的収入は２億５，０５６万６７２円で、内訳は、企業債、一般会計出資金、

国庫補助金、負担金です。 

       ３２ページ、資本的支出は７億２，７４６万２，２０９円、内訳は、汚水及び

雨水の管渠整備に係る建設改良費及び企業債償還金です。 

       ３３ページは固定資産明細書、３５ページから４４ページは企業債明細書で、

全体の未償還残高は１０３億９，４８２万４，１０５円です。 

       ４６ページは各セグメントごとの情報を記載しています。 

       次に、決算書５ページにお戻りください。損益計算書です。 

       営業収益は、下水道使用料からその他営業収益までの合計３億３，４０６万２

２７円、営業費用は、管渠費から減価償却費までの合計８億１，５２６万７，６

４４円、営業損失はマイナス４億８，１２０万７，４１７円となりました。 

       営業外収益は、受取利息及び配当金から雑収益までの合計６億９，７２３万１

９４円、営業外費用は、支払利息と雑支出を合わせて１億８，７４４万９，１８

４円で、差し引き、営業外利益は５億９７８万１，０１０円、経常利益は２，８

５７万３，５９３円となりました。 

       特別利益を加え当年度純利益は５，２５７万３，５９３円で、当年度未処分利

益剰余金５０８万２，８０８円となりました。 

       ６ページは、剰余金計算書です。 

       当年度末残高は、資本金７億８，７２１万６６３円、資本剰余金合計３億６，

０４１万９，２４０円、利益剰余金合計は５０８万２，８０８円、資本合計は１

１億５，２７１万２，７１１円となりました。 

       ７ページは剰余金処分計算書（案）です。 

       当年度未処分利益剰余金５０８万２，８０８円につきましては、積み立てず繰

越利益剰余金として繰り越ししたいと考えています。 

       ９ページは、貸借対照表です。 

       資産の部固定資産は、有形固定資産で土地から建設仮勘定まで合計１８５億８，

９５７万５，４６２円、前年度と比較しまして約３億８，０３４万円の減となり

ました。詳細は３３ページ固定資産明細書並びに議案第４５号資料、５から８ペ

ージをご参照ください。 

       流動資産は、２億４，８６８万６５９円で、資産合計は１９１億４，２４５万

７，１１６円、前年度比で約３億６，２４４万円の減となりました。 

       １０ページは負債の部で、固定負債は企業債９８億７，０１８万３，０６６円、

流動負債は６億７，５２８万７，６２６円で、前年度比約１億２，５７２万円の

増となりました。繰延収益は７４億４，４２７万３，７１３円、負債合計は１７

９億８，９７４万４，４０５円で、前年度比で約４億４，６７０万円の増となり

ました。 

       資本の部は、資本金と資本剰余金及び利益剰余金で、資本合計は１１億５，２

７１万２，７１１円となり、前年度比で約８，４２５万円の増となりました。 

       以上が、平成２９年度下水道事業会計の決算内容であります。 

       ３議案とも、よろしくご審議賜り、認定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

議    長 平成２９年度の全会計の決算につきましては、先般、監査委員による決算審査

が行われ、その意見書が提出されております。 
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       決算審査意見書について、監査委員の説明を求めます。 

代表監査委員 それでは、平成２９年度福崎町決算審査意見書について、ご説明申し上げます。 

       意見書は、一般会計、特別会計、基金運用状況について１部、公営企業会計に

ついて１部、健全化判断比率及び資金不足比率について１部、計３部提出してお

ります。 

       初めに、一般会計、特別会計、基金運用状況についてご説明申し上げます。決

算審査意見書、一般会計、特別会計のところの１ページをご覧ください。 

       審査の実施は、平成３０年８月２日、３日、６日、７日、９日で、５日間で行

っております。 

       審査の結果、審査に付された各会計決算書等は係数は正確であると認められま

した。なお、事務処理につきましてはその一部については定期監査等で指摘して

おりますが、概ね良好であると認めました。また、基金の運用状況は、その設置

目的に沿って運用され、係数は正確であると認められました。 

       決算の概要につきましては、この報告書の２ページから１７ページに記載して

おります。これは、またご覧いただきたいと思います。 

       次に意見ですが、１８ページをご覧ください。７のまとめのところに書いてお

りますけれども、その前段のところにつきましては、一般会計及び特別会計の収

支決算書の状況を述べており、詳細につきましてはこの部分の３ページにござい

ますので、またご参照ください。 

       その中で、町税についてですけれども、一番下のところで、本町では、課税客

体の正確な把握に努められております。また、徴収についても滞納管理システム

を活用し、積極的な取り組みにより徴収率は上昇しております。今後も引き続き、

効率的かつ効果的な徴収に取り組まれるように期待いたしております。 

       次に、１９ページをご覧ください。 

       収入未済、不納欠損につきましては、一般会計と特別会計を合わせた収入未済

額は２億４，８９７万８，８６２円。前年に比べ２，２９１万８，８１７円減少

しております。一般会計と特別会計を合わせた不納欠損額は２，１７７万４，７

２１円で、一般会計においては８７２万７８１円と、前年に比べて３１９万２４

８円減少ということでございます。滞納解消には、全庁的な滞納者情報の共有の

体制、滞納者に対する強い徴収意思表示が不可欠と思います。本町におきまして

は、不断の努力によりまして収入未済額は減少傾向にあります。今後も引き続き

債権管理条例に基づく適正な不納欠損処分を円滑に実施するなど、収入未済額に

かかわる債権を効率的に管理するよう努めていただきたいと思っております。 

       次、特別会計でございます。 

       国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保険事業特別

会計は、いずれも実質収支において黒字決算となっております。国民健康保険事

業につきましては、平成３０年度から運営主体が県に移行していきます。また、

後期高齢者医療事業と介護保険事業においても仕組みが大きく変わっています。

特別会計の健全財政を維持するため、適正な税率、保険料の算出及び徴収に努め

るとともに、住民の理解と協力が得られるよう、努力されることを期待いたして

おります。 

       ４つ目、事務処理におきましては、これまでの定期監査でも指摘しております

が、不適切な事務処理が一部見受けられました。誤った事務処理を防ぐため、

個々の職員の意識向上に努め、法令、条例等を遵守しつつ、正確な事務処理を徹

底してください。また、事務処理の誤りを未然に防止することができるよう、適

切な内部統制機能が発揮されることを期待いたします。 
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       これが一般会計等におきます意見書でございます。 

       次に、公営企業会計についてでございます。企業会計の意見書をごらんくださ

い。その１ページでございます。 

       審査の期間は、平成３０年８月７日でございます。審査の結果、審査に付され

た各会計決算書等は、いずれも地方公営企業法その他関係法令に準拠して作成さ

れており、その係数は正確で、関係諸帳簿と合致していることを確認いたしまし

た。 

       各会計に対する意見ですけれども、水道事業会計では、人口減少となる中、安

定した経営と安全で安心な水道水の供給を維持していくため、平成３０年度に水

道ビジョン及び経営戦略を策定する予定としています。これらの計画は、今後の

水道事業の礎となるものであるため、妥当性のある計画が早期に策定されるよう

要望します。また、さまざまな事業の進捗状況や本町の水道事業を取り巻く状況

等も考慮し、作成された後も常に適正な見直しを実施され、実効性のある計画と

なるよう努めてください。今後とも費用対効果とコスト縮減を意識しつつ、安全、

安定的な水の供給に努めてください。 

       次に、２ページをご覧ください。 

       工業用水道事業会計に対する意見でございます。 

       平成２９年度決算において当年度純利益は３４１万７，５９７円となっており

ます。昨年と比べ給水量の増加、料金の引き上げ、工業団地老朽管布設替工事の

完了による減価償却が始まってことなど、種々の要素はあるものの、料金改訂に

より経常利益はプラスに転じております。しかし、経営については、福崎工業団

地、企業団地等の操業企業に依存している部分が大きく、昨今の経済情勢を見る

と給水収益の大幅な増加は見込みがたい状況と思われます。今後ともコスト縮減

を意識しつつ、長期にわたって安定的な工業用水道の確保及び健全な経営に努め

てください。 

       三つ目、下水道事業会計に関する意見ですけれども、収益率の向上のためには

下水道への接続率及び有収率を向上させていくことが必要となります。住民への

意識啓蒙にも確実に取り組み、少しでも接続率を向上させることができる施策を

積極的に進めてください。平成３０年度には、長目地区コミュニティプラント施

設の公共下水道への統合に向けて、スムーズに移行できるよう入念な準備と事業

実施後の確実なフォローを要望します。今後とも平成２８年度に策定した経営戦

略に基づきまして収益率を意識しつつ、経営の効率化やコスト縮減に努め、安定

的な住民サービスが継続されることを要望するとともに、財務諸表や経営状況等

を積極的に開示し、下水道事業についての理解と協力を得ることに努めてくださ

い。 

       各公営企業の業務実績等につきましては、３ページ以降に記載されております

ので、またご覧ください。 

       次に、健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書ですけれども、その１ペー

ジをご覧ください。 

       審査の期間は、平成３０年８月９日です。 

       審査の結果、審査に付された健全化判断比率は法令の規定に従って適正に算定

されておりました。また、算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作成さ

れているものと認めました。 

       その内容は、４点でございます。一つ、実質赤字比率は実質赤字が発生しなか

ったため、算出されませんでした。 

       ２、連結実質赤字比率は実質赤字及び資金不足が発生しなかったため、算出さ
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れませんでした。 

       ３、実質公債費比率につきましては１１．５％で、早期健全化基準の２５％を

下回っております。 

       ４番目、将来負担比率は、１３７．６％で、前年からは６％下がっておりまし

て、早期健全化基準の３５０％を下回っております。 

       なお、各比率の詳細は、２ページから５ページをご覧ください。 

       これに関する意見ですけれども、健全化比率のうち実質公債費比率は０．５ポ

イント、将来負担比率は６ポイント、いずれの数値も前年より改善されておりま

す。また、いずれの指標も早期健全化基準を下回っており、本町の各指標は良好

であると言えます。 

       しかしながら、中長期的には取り組むべきさまざまな課題が山積しております。

事業実施に当たりましては、それぞれの比率を念頭に置きながら適切に進めてく

ださい。今後とも長期にわたり持続可能な財政運営に努めてください。 

       最後に、資金不足比率についてですが、６ページをご覧ください。 

       審査の期間は平成３０年８月９日であります。審査の結果は審査に付された資

金不足比率は法令の規定に従って適正に算定されておりました。また、算定の基

礎となる事項を記載した書類は、適正に作成されているものと認めました。その

上で水道事業会計、工業用水道事業会計、公共下水道事業会計及び農業集落排水

事業会計のいずれにおいても、資金不足が発生しなかったため、資金不足比率は

算出されませんでした。なお、この詳細は７ページから９ページに載せておりま

すのでご覧ください。 

       以上で、審査意見書に関しての説明を終わらせていただきたいと思います。あ

りがとうございました。 

 

日程第１４ 議案第４６号 福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例について 

 

議    長 日程第１４、議案第４６号、福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

住民生活課長 議案第４６号、福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例について、

ご説明申し上げます。 

       今回の改正は、旅館業法の一部改正に伴い、その条文を引用しております当該

条例を改正するものです。 

       議案資料をご覧ください。 

       新旧対照表の下に参考として旅館業法の一部改正について記載しております。

改正前の旅館業法では、第２条第２項でホテル営業について、同条第３項では、

旅館営業についてそれぞれ記述されておりましたが、改正により旅館・ホテル営

業と統合され、第３項は削除、第４項以降は１項ずつ繰り上がったため、これら

の項を引用している当該条例の引用箇所を改正するものです。 

       なお、この条例は公布の日から施行することとしております。 

       以上、よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願いいたします。 

 

日程第１５ 議案第４７号 福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定について 

日程第１６ 議案第４８号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

日程第１７ 議案第４９号 福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例の一部を改正す 

             る条例について 
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議    長 日程第１５、議案第４７号、福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定

についてから、日程第１７、議案第４９号、福崎町老人憩いの家の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例についてまでの計３件を一括議題といたしま

す。 

       各議案に対する詳細なる説明を求めます。 

健康福祉課長 議案第４７号、福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定について、ご

説明申し上げます。 

       議案第４７号資料１ページをご覧ください。 

       今回の条例制定の背景として、平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、

市町に対し避難行動要支援者名簿の作成と、避難支援等関係者への名簿情報の提

供が規定されました。その後、平成２９年３月には、ひょうご防災減災推進条例

が改正され、右側、今後の予定、①市町においては、名簿情報事前提供のための

条例制定と法制上の措置やその他必要な措置を行うよう規定されました。あわせ

て、②自治会においては、自主防災組織等による個別支援計画の策定などが規定

されたところです。このため、本条例は避難行動要支援者に対する避難支援等を

実施するための基礎となる名簿の作成及び避難支援等関係者への提供に関し、必

要な事項を定め、避難支援等関係者による災害時の円滑かつ迅速な避難支援等の

実施を支援し、避難行動要支援者の生命または身体を災害から保護することを目

的といたしております。 

       それでは、条例案に沿って説明をいたします。 

       議案の条例案をご覧ください。 

       第１条は、冒頭申し上げました目的です。 

       第２条は、用語の定義を定めています。１号で避難行動要支援者、２号で避難

支援等、３号で避難支援等関係者を規定しています。 

       第３条は、避難行動要支援者の範囲を規定しております。 

       第４条は、避難支援等を実施するための基礎となる避難行動要支援者名簿の作

成について規定しています。 

       第５条は、名簿情報の提供に関し、本人の不同意の意思が明示されなかった場

合、同意を得ているものとして取り扱えることや、災害発生時には必要な範囲で

名簿情報を提供できるよう規定しています。 

       第６条は、避難支援等関係者との名簿情報の取り扱いに関する協定の締結につ

いて規定しています。 

       第７条は、名簿情報非提供者に対する名簿情報漏えいの防止のための措置を規

定しています。 

       第８条は、名簿情報非提供者への利用及び提供の制限を規定しています。 

       第９条は、守秘義務を規定しております。 

       第１０条は、規則委任の規定です。 

       附則として、この条例は公布の日から施行いたします。 

       また、規則案を資料２ページに、３ページには協定書案、４ページには同意確

認書案を添付しておりますので、ご参照ください。 

       以上、議案第４７号の説明とさせていただきます。 

       続きまして、議案第４８号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例

について、ご説明申し上げます。 

       議案第４８号資料１ページをご覧ください。 

       今回の改正は、福祉医療費助成事業のうち、重度障害者医療の所得制限は国の
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自立支援医療制度の所得基準を準用しています。このたび障害者総合支援法施行

規則が改正されたことから、兵庫県の福祉医療費助成事業実施要項が改正され、

これに伴い福崎町の福祉医療費助成条例を改正しようとするものです。 

       内容は、平成２９年度の税制改正により県費負担教職員の給与、負担事務が道

府県から指定都市へ移譲されたことに伴い税源移譲され、１月１日に指定都市に

住所を有していた者については、市町村民税所得割の標準税率が６％から８％に

変更されました。重度障害者医療費助成は、市町村民税所得割額により所得判定

を行っています。１月１日に指定都市に住所を有していたものが本町に転入した

場合、８％の標準税率により算定された所得割額を用いて所得判定することとな

り、従前から本町に住所を有しているものと比較して不公平な取り扱いが生じる

ことになります。よって、下の図にございますように１月１日現在の住所地にか

かわらず改正前の標準税率に基づき所得判定を行うよう市町村民税の所得割額の

算定の特例を設けるものです。 

       資料２ページ、新旧対照表をお願いいたします。 

       以上が、第３条関係の説明となります。 

       次に、第２条第２１号の改正は、現在、医療保険における保険者が国であるも

のはなく、平成２０年１０月に政府管掌健康保険が協会健保に移行した際に「保

険者たる国」の削除が漏れていたため、今回、改正するものです。 

       附則として、この条例は公布の日から施行し、平成３０年７月１日から適用い

たします。 

       以上で、議案第４８号の説明を終わります。 

       続きまして、議案第４９号、福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。 

       議案第４９号資料をご覧ください。 

       今回の改正は、公衆衛生及び国民生活の向上に寄与することを目的に旅館業法

が規定されていますが、規制の見直しや緩和措置が行われました。その中で、ホ

テル営業及び旅館営業の営業種別が旅館・ホテル営業として統合されました。こ

のため、本条例第４条第１項第１号の旅館営業を旅館・ホテル営業に、第３条を

第２条第２項に文言の改正を行うものです。 

       附則として、この条例は公布の日から施行いたします。 

       以上で、説明を終わります。 

       議案第４７号から第４９号までの３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

 

議    長 説明の途中でありますけれども、暫時休憩をとりたいと思います。 

       再開は１４時１５分でお願いしたいと思います。 

◇ 

休憩 午後１時５９分 

再開 午後２時１３分 

◇ 

議    長 それでは、再開したいと思います。 

 

日程第１８ 議案第５０号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）について 

 

議    長 日程第１８、議案第５０号、平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 
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       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

企画財政課長 議案第５０号について、ご説明申し上げます。 

       平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第１号）は、既定の歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ５，６７０万円を減額し、補正後の予算の総額を８９億

５，７３０万円とするものであります。 

       第１表、歳入歳出予算補正の内容につきましては、事項別明細書に沿って説明

させていただきますので、まず、歳出の１９ページ、２０ページをお開き願いま

す。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

       以上、議案第５０号の説明とさせていただきます。 

       よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

日程第１９ 議案第５１号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号 

             ）について 

日程第２０ 議案第５２号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）に 

             ついて 

 

議    長 日程第１９、議案第５１号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）及び、日程第２０、議案第５２号、平成３０年度福崎町介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

       両議案に対する詳細なる説明を求めます。 

健康福祉課長 議案第５１号から議案第５２号までについて、ご説明いたします。 

       議案第５１号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）について、ご説明申し上げます。 

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，０００万円

を追加し、補正後の予算額をそれぞれ２０億８３０万円とするものです。 

       詳細につきましては、事項別明細書によりご説明いたします。事項別明細書の

歳出３ページ、４ページをお開き願います。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

       議案第５１号資料１ページから３ページには勘定表と返還額一覧表をお示しし

ておりますので、ご参照ください。 

       以上で議案第５１号の説明を終わります。 

       続きまして、議案第５２号、平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）について、ご説明申し上げます。 

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，３１０万円

を追加し、補正後の予算額をそれぞれ１６億６，６６０万円とするものです。 

       詳細につきましては、事項別明細書でご説明をいたします。事項別明細書の歳

出３ページ、４ページをお開き願います。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

       なお、議案第５２号資料１ページから３ページには勘定表と返還額一覧表をお

示ししておりますので、ご参照ください。 

       以上で説明を終わります。２議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

 

日程第２１ 議案第５３号 福崎町道路線の認定について 
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議    長 日程第２１、議案第５３号、福崎町道路線の認定についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。 

まちづくり課長 議案第５３号、福崎町道路線の認定について、ご説明申し上げます。 

       当議案は、道路法第８条第２項の規定により、福崎町道路線を別紙のとおり認

定することについて、議会の議決を求めるものです。 

       田尻の株式会社サンヨー住販の専用住宅１２区画の開発完了により帰属を受け

た道路及び大門のイーストタウン南側において、平成１４年に有限会社たけむら

不動産が専用通路により６戸の専用住宅の販売を行いましたが、この専用通路は

幅員が６メートル以上あり、通り抜けも可能なことから、このたび用地の寄附を

受け、町道認定をするものです。 

       議案の２ページ目、別紙をご覧ください。 

       認定する路線は、２級２３６２号線外１路線です。それぞれの路線の位置等に

つきましては、議案第５３号資料１ページをご覧ください。 

       田尻の開発地における認定する路線でございます。２級２３６２号線です。起

点は西田原字前畑１５９９番１地先から、終点は西田原字前田１６９５番６地先

まで、延長は１０４．３７メートル、幅員は６．０メートルから１３．０メート

ルです。 

       続きまして、資料の２ページをご覧ください。 

       認定する路線でございます。３級４５１号線です。起点は東田原字鐘イバ１０

３４番２９地先から、終点は東田原字鐘イバ１０３３番１５地先までです。延長

は６９．６０メートル、幅員は６．５メートルから７．３メートルです。 

       以上、議案第５３号、福崎町道路線の認定についての提案説明とさせていただ

きます。よろしくご審議いただき、ご賛同賜りますよう、お願い申し上げます。 

議    長 以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。 

       次の定例会２日目は９月１０日月曜日、午前９時３０分から再開いたします。 

       それでは、本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

 

散会 午後２時３７分 

 

 


